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臓器の移植に関する法律の一部を改正する法律（平成21年法律第83号）の概要  

1 臓器摘出の要件の改正   

移植術に使用するために臓器を摘出することができる場合を次の①又は②のい  

ずれかの場合とする。  

① 本人の書面による臓器提供の意思表示があった場合であって、遺族がこれを   

拒まないとき又は遺族がないとき（現行法での要件）。  

② 本人の臓器提供の意思が不明の場合であって、遺族がこれを書面により承諾   

するとき。  

2 臓器摘出に係る脳死判定の要件の改正   

移植に係る脳死判定を行うことができる場合を次の①又は②のいずれかの場合   

とする。  

（∋ 本人が   

A 書面により臓器提供の意思表示をし、かつ、   

B 脳死判定の拒否の意思表示をしている場合以外の場合   

であって、家族が脳死判定を拒まないとき又は家族がないとき。   

② 本人について   

A 臓器提供の意思が不明であり、かつ1   

B 脳死判定の拒否の意思表示をしている場合以外の場合   

であって、家族が脳死判定を行うことを書面により承諾するとき。  

3 親族への優先提供   

臓器提供の意思表示に併せて、書面により親族への臓器の優先提供の意思を表   

示することができることとする。  

4 普及・啓発   

国及び地方公共団体は、移植術に使用されるための臓器を死亡した後に提供す  

る意思の有無を運転免許証及び医療保険の被保険者証等に記載することができる  

こととする等、移植医療に関する啓発及び知識の普及に必要な施策を講ずるもの   

とする。  

5 検討   

政府は、虐待を受けた児童が死亡した場合に当該児童から臓器が提供されるこ   

とのないよう、移植医療に従事する者が児童に対し虐待が行われた疑いがあるか   

どうかを確認し、及びその疑いがある場合に適切に対応するための方策に関し検  

討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。  
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臓器の移植に関する法律（現行法）と改正法 比較表  

現行法   改正法   施行日   

○当面見合わせる（ガイドライン）   ○臓器の優先提供を認める   
親族に対する優先提供  平成22年1月17日   

○本人の生前の書面による意思表示があり、  

家族が拒否しない又は家族がいないこと   
家族が拒否しない 又は家族がいないこと  

脳死判定・  
（現行法と同じ）  

臓器摘出の要件  
又は  

○本人の意思が不明（拒否の意思表示をして  

いない場合）であり、家族の書面による承  

諾があること   

015歳以上の者の意思表示を有効とする  ○年齢に関わりなし   
小児の取扱い  

平成22年7月17日  

（ガイドライン）  

被虐待児への対応   
○虐待を受けて死亡した児童から臓器が提  

（規定なし）  

供されることのないよう適切に対応   

普及・啓発活動等   
○運転免許証等への意思表示の記載を可能  

（規定なし）  

にする等の施策  



資料2－1  

厚生科学審議会疾病対策部会臓器移植委員会について  

【臓器移植委員会における検討】  

○ 厚生労働省は、臓器移植法の運用に当たり、臓器移植法に基づく手続等につ   

いて、   

一臓器移植法により委任を受けた事項について定めた厚生労働省令（脳死判定  

基準等）   

・運用上必要な事項について厚生労働省が定めたガイドライン（意思表示可  

能な年齢等）   

を定めているところである。   

これらを定める際には、専門家の意見を聴くため、臓器移植委員会（厚生科  

学審議会の下に設置）において、議論をお願いしている。  

※平成9年の臓器移植法施行に併せて、旧厚生省の公衆衛生審議会の下に設置。   

平成13年の厚生労働省発足に伴い、厚生科学審議会に移行。  

【今回の法律改正を受けた対応】  

○ 先の通常国会で一部改正法が可決・成立（7月17日公布）し、来年1月の親   

族優先提供に係る部分から順次施行となる。  

※施行日：平成22年1月17日（親族優先提供に係る部分）  

平成22年7月17日（小児からの臓器提供等に係る部分）  

○ 改正法の施行に向けて、まずは、年内にも、親族優先提供の実施に必要な事   

項について、ガイドライン等の改正が必要となる。  

○ 改正に当たっては、臓器移植委員会等における専門家の御議論をいただくと   

ともに、パブリックコメントを経た上で行う予定である。  
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【第二十六回臓器移植委員会の議事概要】  

○ 上記の背景から、臓器移植委員会の開催準備を進めた結果、平成21年9月  

15日に、一部改正法の公布以来、初めての委員会開催となった。  

○ 委員会では、今後の施行に向けた「検討課題」を提示するとともに、課題毎   

に作業班や研究班を設けて専門的な検討を行う方針を示し、了承を得た。  

※ 具体的には、  

・意思表示等に関する作業班（仮称）（親族の範囲、15歳未満の者による拒否の意思  

表示について等）   

■普及啓発に関する作業班（仮称）（ドナーカードの様式、普及啓発の方法等）  

・臓器毎による作業班（ドナー適応基準、レシピエント選択基準等）  

・厚生労働科学研究 研究班（小児の脳死判定基準等）   

により今後検討を行っていく。  

○ 親族への優先提供、小児からの臓器提供、普及啓発など検討を要する課題を、   

今後作業班等において検討を行う際に留意すべきと考える点等にづいて、各委   

員から意見を頂いた。  

○ 審議の過程で、親族優先提供の対象となる「親族」の範囲について、各委員   

より、国会における提案者の答弁を尊重し、「親子と配偶者」とすべきとの意見   

が出された。  

○ 今後は、臓器移植委員会の御意見を踏まえつつ、作業班において詳細な検討   

を行い、ガイドライン案を作成し、臓器移植委員会に報告する。  
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（別添1）  

「臓器の移植に関する法律の一部を改正する法律」国会会議録抜粋  

（親族優先提供の範囲に関する部分）  

○ 平成21年5月27日衆議院厚生労働委員会 河野太郎君（提案者）  

（略）脾度しをした親子、あるしヽは配偶者といった家族の中   

で、（略）。   

ガイドラインで、親子及び配偶者に限り、事前にそうした方がレシピ  

エント登録をされている場合、そしてドナーになる方が書面でその意思  

を明確にしている場合に限り、親子及び配偶者！こ対しては親族の優先提  

供を認めるこということで、かなり厳しい枠をはめて、その中に限り優  

先提供をこれは心情を考えて認める。（略）   

※ 親族に臓器の優先提供を認める規定（平成22年1月17日施行）   

（親族への優先提供の意思表示）  

第6条の2 移植術に使用されるための臓器を死亡した後に提供する意思を   

書面により表示している者又は表示使用とする者は、その意思の表示に併   

せて、麹塞に対し当該臓器を優先的に提供する意思を書面により表示する   
ことができる。  
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資料2－2  

改正法の施行に向けた検討課題及び検討体制について  

平成21年9月15日  

疾病対策課臓器移植対策室  

1．検討課題  

Ⅰ．親族への優先提供に関する課題  

1 親族の範囲について  

2 親族への優先提供意思の取扱いについて   

3 あっせん手続きについて  

Ⅱ．小児からの臓器提供に関する課題  

1 小児の脳死判定基準等について   

2 被虐待児の取扱いについて   

315歳未満の者による拒否の意思表示について  

Ⅲ・本人が意思表示していない場合における臓器提供に関する課題  

1意思表示していないことの確認について   

2 有効な意思表示ができない者の取扱いについて  

Ⅳ．普及啓発等に関する課題  

1 臓器提供意思表示カードについて  

2 意思表示登録システムについて   

3 普及啓発の対象者と啓発方法について   

4 普及啓発の内容について  

Ⅴ．その他  

1ドナー適応基準及びレシピエント選択基準の見直しについて   

2 臓器移植に係る体制整備について  
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2．検討体制  （別紙参照）  

○ これまで、臓器移植法の施行に必要な事項は、以下の体制で検討を実施。   

（D重要事項に関しては、厚生労働省（事務局）からの諮問等に応じ、厚生科学  

審議会疾病対策部会臓器移植委員会で審議  

② ①の審議に当たり、専門的な観点からの検討が必要な事項については、事務  

局において「作業班」の意見を聴きつつ検討課題等を作成  

③ また、医学的な知見の収集等が必要な事項には、厚生労働科学研究も活用  

○ 改正法の施行に向けた検討についても、親族への優先提供、小児からの臓器提   

供、児童虐待の確認等、専門的な検討が必要となるため、上記の体制で検討を行   

うこととしてはどうか。  

3．改正法の施行に向けたスケジュール   

施行期日は公布の日から起算して1年を経過した日（平成22年7月17日）である  

が、親族優先提供に係る部分については、公布の白から起算して6月を経過した日（平  

成22年1月1了日）である。   

このため、当面は親族優先提供に係る事項について、作業班からの報告等を踏まえ  

て審議し、その後、残された論点について、順次検討してはどうか。  

平成21年  

7月17日  改正法の公布  

9月～  

検討 

信  

回程度’ 

〕  

器移植委員会（月1  

検討1各作業班（適宜）  

生労働科学研究班  

パブリックコメントなど  

省令、ガイドラインの改正   

平成22年  

1月17日  改正法一部施行（親族優先提供）  

信 

器移植委員会（月1  

作業班（適宜）  

生労働科学研究班  

検討  

パブリックコメントなど  

省令、ガイドラインの改正  

7月17日 改正法の全面施行  
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○親族の範囲について  

○親族への優先提供意思の取扱いについて  

○あっせん手続きについて  

○親族の範囲について  

015歳未満の者による拒否の意思表示にづいて  

○有効な意思表示ができない者の取扱いについて等  検
討
内
容
の
報
告
 
 

○小児の脳死判定基準等について  

○被虐待児の取扱いについて  

015歳未満の者による拒否の意思表示について  
○ドナーカードの様式について  

○意思表示登録システムについて  

○普及啓発の方法について  

○小児の脳死判定基準について  

○臓器提供施設の体制整備について  等  

（脳死下での小児臓器提供を行う施設としての要件）  

研究代表者：貫井英明先生  

研究分担者：横田裕行先生、山田不二子先生  

畑津順先生  

研究期間：平成21年度  

∃  



資料3－1  

親族への優先提供とレシピエント選択基準の関係について  

1 あっせん手続きと親族への優先提供について   

現行制度下でのレシピエントの選択は「臓器提供者（ドナー）適用基準及  

び移植希望者（レシピエント）選択基準について」（平成9年10月16日健医  

発第13了1号）に基づき行われている。   

法改正により、親族への優先提供の意思を表示することが可能となるが、  

当該意思をレシピエント選択の過程においてどのように位置づけるか。  

2 レシピエント選択基準について   

レシピエント選択基準は、臓器の移植に関する法律の基本埋念である「移  

植術の実効性の担保」と「移植機会の公平性の確保」を具体化するものとし  

て、基本的に医学的適応、組織的適令等の医学的見地から定められた基準で   

ある。   

レシピエント選択基準には、「適合条件（前提条件）」と「優先順位」の項   

目があり、臓器別に設定されている。基本的に、「適合条件（前提条件）」に   

合致することが移植術を受ける前提であり、「適合条件」に合致するレシピエ   

ントが複数存在する場合には、「優先順位」の項目に従って優先順位が決定さ   

れる。  

3 考えられる案   

親族への優先提供の意思表示については、臓器移植法の基本理念のうち「移   

植機会の公平性」について、特例を設けるものと考えられる。   

優先提供を受けることとなる親族は、事前に臓器移植ネットワークにレシ   

ピエント登録していることが前提となることから、臓器提供者が親族への優   

先提供の意思を表示していた場合には、医学的に適切な（実効性のある）移   

植と認められる範囲内で、優先的に取り扱う（優先順位を1位とする）こと   

が適当ではないか。  

※平成21年7月7日参議院厚生労働委員会  

（山内康一議員）   

移植医療に対する国民の信頼の確保のために、移植機会の公平性の確保と最も効果的な  

移植の実施という両面からの要請にこたえた臓器の配分が行われることが必要であります。  

現行法の下でも、厚生労働大臣の許可を受けた臓器移植ネットワークが臓器のあっせんを  

一元的に行うこととなっております。  
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移植手術を受ける順位については、血液型などが適合するか、医学的に緊急度が高いか  

など臓器ごとの詳細な条件に照らして決められており、公正かつ適切に行われているもの  

と認識をしております。この配分先の決定に当たっては、純粋に医学的なデータだけに基  

づいてコンピューターで自動的に優先順位が決められる、そういう体制になっているとい  

うふうに聞いております。したがいまして、本当に数値や医学的な情報だけで決められて  

いますので、慈意が入り込む余地というのは今の体制ではございません。   

A案におきましては、親族への優先提供の意直垂示の規定を設けることとしております  

が、この場合におきましても、嘩最螢的Iこは血液型が適応す  

るかなどの条件に照らし合わせて順位が判定されることに卿して順  

位の判定が窓意的に行われること†まないと認識しております旦   

なお、現行法においても、臓器あっせん機関に対する厚生労働大臣の報告徴収などの手  

続や、必要な指示及び当該の指示に従わなかった場合の許可取消し等の規定が設けられて  

おり、臓器移植ネットワークによる適切な運用が担保される制度が設けられているところ  

であります。  

ー2－   



資料3－2  

心臓移植希望者（レシピエント）選択基準  

1．適合条件  

（1）ABO式血液型  

ABO式血液型の一致（identical）だけでなく、適合（compatible）の待機者も候  

補者として考慮する。  

（2）体重（サイズ）  

体重差は－20％～30％であることが望ましい。   

ただし、移植希望者（レシピエント）が小児である場合は、この限りではない。  

（3）前感作抗体   

リンパ球直接交差試験（ダイレクト・クロスマッチテスト）を実施し、抗丁細胞抗体   

が陰性であることを確認する。  

パネルテストが陰性の場合、リンパ球直接交差試験（ダイレクト・クロスマッチテス   

ト）は省略することができる。  

（4）cMV抗体  

CMV抗体陰性の移植希望者（レシピエント）に対しては、CMV抗体陰性の臓器提   

供者（ドナー）が望ましい。  

（5）HLA型   

当面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録する。  

2．優先順位   

適合条件に合致する移植希望者（レシピエント）が複数存在する場合には、優先順位   

は、以下の順に勘案して決定する。  

（1）虚血許容時間  

虚血許容時間を優先する。臓器提供者（ドナー）の心臓を摘出してから4時間以内に   

血流再開することを第一条件とする。   

（ただし、全国一元的に臓器をあっせんする体制（ネットワーク）が組織的にも機能的   

にも、ブロックで分けられる場合には、虚血許容時間内であれば、ブロックを中心に考   

える（後述する具体的選択法を参照）。）  
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（2）医学的緊急度   

定義‥ Statusl‥次の（ア）から（ェ）までの状態のいずれかに該当すること。  

（ア）補助人工心臓を必要とする状態  

（イ）大動脈内バルーンバンビング（Ⅰ逓P）を必要とする状態  

（ウ）人工呼吸を必要とする状態  

（ェ）ICU、CCU等の重症室に収容され、かつ、カテコラミン等の強心  

薬の持続的な点滴投与が必要な状態  

＊カテコラミン等の強心薬にはフォスフォディエステラーゼ阻害  

薬なども含まれる  

Status2：待機中の患者で、上記以外の状態  

Status3‥Statusl、Status2で待機中、除外条件（感染症等）を有する  

状態のため一時的に待機リストから削除された状態   

原則としてStatuslを優先する（後述する具体的選択法を参照）。また、Status3へ  

の変更が登録された時点で、選択対象から外れる。除外条件がなくなり、Statusl又  

はStatus2へ再登録された時点から、移植希望者（レシピエント）として選択対象とな  

る。  

（3）ABO式血液型   

一致を原則とするが、緊急性の高いStatuslの移植希望者（レシピエント）がいない   

蓼合や他に一致する移植泰望者（レシピエント）がいない場合には、適合者に配分する   

（後述する具体的選択法を参照）。  

（4）待機期間   

以上の条件が全て同一の移植希望者（レシピエント）が複数存在する場合は、待機期   

間の長い者を優先する。  

OStatuslの移植希望者（レシピエント）間では、待機期間はStatuslの延べ日数  

とする。  

OStatus2の移植希望者（レシピエント）間では、待機期間は登録日からの延べ日  

数とする。  
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3．具体的選択方法  

（1）ネットワークがブロック化されていない場合  

順位＊   医学的緊急度   ABO式血液型   

1   Statusl   一致   

2   Statusl   適合   

3   Status2   一致   

4   Status2   適合   

＊同順位内に複数名の移植希望者（レシピエント）が存在する場合には  

待機期間の長い者を優先する。  

（2）ネットワークが組織的にも機能的にもブロック化された場合  

順位＊   距離   医学的緊急度   ABO式血液型   

1   ブロック内   Statusl   一致   

2   ブロック内   Statusl   適合   

3   ブロック内   Status2   一致   

4   他ブロック   Statusl   一致   

5   他ブロック   Statusl   適合   

6   ブロック内   Status2   適合   

7   他ブロック   Status2   一敦   

8   他ブロック   Status2   適合 

＊同順位内に複数名の移植希望者（レシピエント）が存在する場合には  

待機期間の長い者を優先する。  

4．その他   

将来、Statuslの移植希望者（レシピエント）が増加すると、○型の臓器提供者（ドナ   

ー）からの臓器が順位2の移植希望者（レシピエント）に配分され、Status2の移植希望   

者（レシピエント）に配分されない事態が生じることが予想される。この場合はブロック   

制の再考を含めて、選択基準の見直しをすることとする。  
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親族への優先提供の意思表示について  

Ⅰ 改正後の規定   

（臓器の摘出）  

第6条 医師は、次の各号のいずれかに該当する場合には、移植術に使用されるための臓器   

を、死体（脳死した者の身体を含む。以下同じ。）から摘出することができる。   

一 死亡した者が生存中に当該臓器を移植術に使用されるために提供する意思を書面に   

より表示している場合であって、その旨の告知を受けた遺族が当該臓器の摘出を拒まな  

いとき又は遺族がないとき。   

二 （略）   

（親族への優先提供の意思表示）  

第6条の2 移植術に使用されるための臓器を死亡した後に提供する意思を書面により表  

示している者又は表示しようとする者は、その意思の表示に併せて、親族に対し当該臓器   

を優先的に提供する意思を書面により表示することができる。  

Ⅱ㈲ための要件   

①移植術に使用されるための臓器を死亡した後に提供する意思を書面により表示してい  

る者又は表示しようとする者   

②その意思の表示に併せて、   

③親族に対し当該臓器を優先的に提供する意思を書面により   

表示することかできる。  

Ⅲ 検討課題  

1 表示方法について  

現行制度下では、主に臓器提供意思表示カード、臓器提供意思表示シール、臓器提供意   

思登録システムによって意思表示が行われているが、親族への優先提供の意思を表示する  

に当たって、どのような点に留意すべきか。  

2 表示内容について  

提供先を親族に限定する意思など、親族への優先提供に付随して示された意思について、  

どのように取扱うか。  

3 親族の範囲について  

国会審議では親族の範囲は一親等と配偶者に限定するとの提案者答弁があり、臓器移植  

委員会においても当該提案者意思を尊重するとの意見が出された。  

この場合において、事実婚や養子をどのように取扱うか。  

4 親族の確認方法について  

脳死下での臓器提供という場面で、親族関係の確認をするにはどのような方法が考えら  

れるか。  
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表示方法について   

親族優先提供の意思表示は、対象となる親族に大きな影響を与えるため、運用に  

当たっては、意思確認等を慎重に行っていく必要がある。   

また、親族優先提供の意思表示は、臓器提供の意思表示と併せて行うものとされ  

ていることを踏まえ九ば、これまでの意思表示手段を活かしつつ、表示方法を考えて  

いくことが現実的である。   

これらを踏まえ、表示方法において留意すべき点はないか。  

1 臓器提供意思表示カード及びシール   

現行法の運用においては、臓器提供に係る意思表示を書面にて行う手段として、  

臓器提供意思表示カード及びシール（以下「ドナーカード等」という。）を配布し   

てきたところである。   

このドナーカ「ド等について、例えば、自筆で親族への優先提供の意思表示も  

併せて記入していただくとの運用とした場合、問題点や留意すべき点はないか。  

※ この場合、新たに親族優先提供の意思表示欄を設けたドナーカード等を配布するほか、   

現行ドナーカード等も、余白に親族優先提供の意思を記入することで有効とすることが   

考えられる。  

2 臓供移植意思登録システム   

ドナーカードに加え、第三者である（社）日本臓器移植ネットワークが運営す   

るシステムで意思を登録し、その内容を記載した書面の発行を受け、本人が携帯   

する仕組みを設けているが、このシステムで親族優先提供の意思表示の登録も可   

能とするとの運用とした場合、問題点や留意すべき点はないか。  

ー2－   



表示内容について  

提供先を親族に限定する意思など、親族への優先提供に付随して示された意思に  

ついて、どのように取扱うか。  

1特定の親族へ提供する意思及び親族間で優先順位をつけた意思が示されていた   

場合  

2 優先とならない範囲の親族への優先提供の意思が示されていた場合  

3 親族以外には提供しない（限定的な提供）意思が示されていた場合  

※ 現行では、提供先を指定した場合については、有効な意思表示とはせず、提   

供は見合わせることとしている。  

【論点】  

1）第6条の2の親族への優先提供の意思について、どのように取扱うべきか。  

2）第6条第1項の臓器提供の意思について、どのように取扱うべきか。  

《臓器提供の手続き》  

Ⅰ本人の意思表示   （第三者への）提供の意思  

（親族への）提供の意思   限定  

J. 
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親族の範囲について  

Ⅰ 親族の範囲  

1 民法における親族の範囲  

六親等内の血族、配偶者及び三親等内の姻族（民法第725条）  

2 臓器移植法改正時の提案者答弁  

平成21年7月9日参議院厚生労働委員会  

河野太郎議員   

A実の親族の優先提供でございますが、これはドナーとなる方が生前に書面で本人が脳  

死になったときに臓器を提供するという意思を明確にし、なおかつ一親等、親又は子ある  

いは配偶者の中でレシピエント登録を既に済ませている者を指定している場合に限り親  

族の優先提供ができるというふうになっておりますので、本人の意思がなかったときに残  

った遺族が決めるというものでもございませんし、レシピエントとなれるのはレシピエン  

ト登録をしている一親等又は配偶者に限るということになっております。  

3 生体移植における親族の範囲（日本移植学会倫理指針）   

親族とは六親等以内の血族、配偶者と三親等内の姻族を指すものとする。  

Ⅱ 養子  

1 民法上の養子について   

民法上、養子は、縁組の日から嫡出子の身分を取得し、養親及びその血族との  

間においては、血族間におけるのと同一の親族関係を生じることとされている。   

また、特別養子縁組にあっては、養子と実方の父母及び血族との親族関係は、   

特別養子縁組によって終了することとされている。  

2 臓器移植法における養子の取扱いについて   

改正法に親族への優先提供の意思表示の規定が設けられた趣旨は、提案者の答   

弁によると「生活をともにしていく中で強い信頼と情をはぐくんできた家族には   

少しでも長く生きてもらいたいと願うことは人が持つ自然の感情として十分理解   

できる」とされているところ、臓器移植法の親族への優先提供における養子につ   

いてどう考えるか。  
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Ⅱ 事実婚  

1 民法における事実婚の取扱いについて   

法律婚の効果の中で従来型の事実婚にほぼ異論なく認められているのは、①同  

居■協力・扶助義務、②貞操義務、③婚姻費用分担義務、④日常家事債務の連帯   

責任、⑤夫婦別産制と帰属不明財産の共有推定など、夫婦の実質があれば保障す   

る必要があるような効果であると考えられる。   

他方、認められていないのは①氏の変更、②成年犠牲、③子の嫡出性、親権の  

所在、⑤姻族関係の発生、⑥相続権等であり、取引の安全等を考慮し、画一的に   

決まる必要があるような効果であると考えられる。  

2 臓器移植法における事実婚の取扱いについて   

改正法に親族への優先提供の意思表示の規定が設けられた趣旨は、提案者の答   

弁によると「生活をともにしていく中で強い信頼と情をはぐくんできた家族には   

少しでも長く生きてもらいたいと願うことは人が持つ自然の感情として十分理解   

できる」とされているとこと、臓器移植法の親族への優先提供における事実婚に   

ついてどう考えるか。  
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親族の確認方法について   

移植医療の現場において、移植コーデイデーターや医療従事者が、脳死下での臓器  

提供という場面で、親族関係の確認をするにはどのような方法が考えられるか。  

1 生体移植の取扱いについて   

『「臓器の移植に関する法律」の運用に関する指針（ガイドライン）』第12の6に   

おいて、臓器の提供者が移植術を受ける者の親族である場合には、親族関係及び本   

人確認は公的証明書により確認することを原則とし、それによることができない場   

合には、倫理委員会等において関係資料に基づき確認することとされている。   

なお、公的証明書については、臓器移植対策室長通知により、戸籍抄本、住民票   

又は世帯単位の保険証とされている。  

2 臓器移植法における取扱いについて   

改正法により親族への優先提供が可能となるが、親族関係については生体移植の   

取扱い同様、移植術を行う前に、公的証明書により確認することが望ましい。  

しかしながら、脳死下での臓器提供については、夜間・休日等に臓器提供者が発   

生することも十分に想定されるため、移植術を行う前に公的証明書による確認が困   

難な場合も考えられるが、どう考えるか。  
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（縁組による親族関係の発生）  

第727条 養子と養親及びその血族との間においては、養子縁組の日から、血族間におけるの   

と同一の親族関係を生ずる。  

（嫡出子の身分の取得）  

第809条 養子は、縁組の日から、養親の嫡出子の身分を取得する。  

（特別養子縁組の成立）  

第817条の2．家庭裁判所は、次条から第817条の7までに定める要件があるときは、養親   

となる者の請求により、実方の血族との親族関係が終了する縁組（以下この款において「旦剋   

養子縁組」という。）を成立させることができる。  

（実方との親族関係の終了）  

第817条の9 養子と実方の父母及びその血族との親族関係は、隅軌こよって終了す   

る。ただし、第817条の3第2項ただし書＜注：養夫婦の一方の元々の嫡出子である場合＞   

に規定する他の一方及びその血族との親族関係については、この限りでない。  
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○臓器の移植に関する法律（平成九年法律第百四号）  

（目的）   

第1条 この法律は、臓器の移植についての基本的理念を定めるとともに、  

臓器の機能に障害がある者に対し臓器の機能の回復又は付与を日的として  

行われる臓器の移植術（以下単に「移植術」という。）に使用されるための  

臓器を死体から摘出すること、臓器売買等を禁止すること等につき必要な  

事項を規定することにより、移植医療の適正な実施に資することを目的と  

する。  

（基本的理念）   

第二条 死亡した者が生存中に有していた自己の臓器の移植術に使用される  

ための提供に関する意思は、尊重され●なければならない。   

2 移植術に使用されるための臓器の提供は、任意にされたものでなければ  

ならない。   

3 臓器の移植は、移植術に使用されるための臓器が人道的精神に基づいて  

提供されるものであることにかんがみ、移植術を必要とする者に対して適  

切に行われなければならない。   

4 移植術を必要とする者に係る移植術を受ける機会は、公平に与えられる  

よう配慮されなければならない。  

（国及び地方公共団体の責務）   

第三条 国及び地方公共団体は、移植医療について国民の理解を深めるため  

に必要な措置を講ずるよう努めなければならない。  

（医師の責務）   

第四条 医師は、臓器の移植を行うに当たっては、診療上必要な注意を払う  

とともに、移植術を受ける者又はその家族に対し必要な説明を行い、その  

理解を得るよう努めなければならない。  

（定義）   

第五条 この法律において「臓器」とは、人の心臓、肺、肝臓、腎臓その他  

厚生労働省令で定める内臓及び眼球をいう。  

（臓器の摘出）  

第六条 医師は、死亡した暑が生存中に臓器を移植術に使用されるために提   

供する意思を書面により表示している場合であって、その旨の告知を受け   

た遺族が当該臓器の摘出を拒まないとき又は遺族がないときは、この法律   

に基づき、移植術に使用されるための臓器を、死体（脳死した者の身体を含  

む。以下同じ。）から摘出することができる。  

2 前項に規定する「脳死した者の身体」とは、その身体から移植術に使用   

されるための臓器が摘出されることとなる看であって脳幹を含む全脳の機   

能が不可逆的に停止するに至ったと判定されたものの身体をいう。  

3 臓器の摘出に係る前項の判定は、当該者が第一項に規定する意思の表示   

に併せて前項による判定に従う意思を書面により表示している場合であっ   

て、その旨の告知を受けたその者の家族が当該判定を拒まないとき又は家   

族がないときに限り、行うことができる。  

4 臓器の摘出に係る第二項の判定は、これを的確に行うために必要な知識   

及び経験を有する二人以上の医師（当該判定がなされた場合に当該脳死し   

た者の身体から臓器を摘出し、又は当該臓器を使用した移植術を行うこと   

となる医師を除く。）の一般に認められている医学的知見に基づき厚生労働   

省令で定めるところにより行う判断の一致によって、行われるものとする。  

5 前項の規定により第二項の判定を行った医師は、厚生労働省令で定める   

ところにより、直ちに、当該判定が的確に行われたことを証する書面を作   

成しなければならない。  

6 臓器の摘出に係る第二項の判定に基づいて脳死した者の身体から臓器を   

摘出しようとする医師は、あらかじめ、当該脳死した者の身体に係る前項   

の書面の交付を受けなければならない。  

（臓器の摘出の制限）  

第七条 医師は、前条の規定により死体から臓器を摘出しようとする場合に   

おいて、当該死体について刑事訴訟法（昭和二十三年法律貫首三十一号）第   

二百二十九条第一項の検視その他の犯罪捜査に関する手続が行われるとき   

は、当該手続が終了した後でなければ、当該死体から臓器を摘出してはな   

らない。  

（礼意の保持）  

第八条 第六条の規定により死体から臓器を摘出するに当たっては、礼意を   

失わないよう特に注意しなければならない。  

（使用されなかった部分の臓器の処理）  

第九条 病院又は診療所の管理者は、第六条の規定により死体から摘出され   

た臓器であって、移植術に使用されなかった部分の臓器を、厚生労働省令   

で定めるところにより処理しなければならない。   

（記録の作成、保存及び閲覧）  

第十条 医師は、第六条第二項の判定、同条の規定による臓器の摘出又は当   

該臓器を使用した移植術（以下この頓において「判定等」という。）を行っ   

た場合には、厚生労働省令で定めるところにより、判定等に関する記録を   

作成しなければならない。   



2 前項の記録は、病院又は診療所に勤務する医師が作成した場合にあって   

は当該病院又は診療所の管理者が、病院又は診療所に勤務する医師以外の   

医師が作成した場合にあっては当該医師が、五年間保存しなければならな  

い。  

3 前項の規定により第一項の記録を保存する者は、移植術に使用されるた   

めの臓器を提供した遺族その他の厚生労働省令で定める者から当該吉己録の   

閲覧の請求があった場合には、厚生労働省令で定めるところにより、閲覧   

を拒むことについて正当な理由がある場合を除き、当該記録のうち個人の   

権利利益を不当に侵害するおそれがないものとして厚生労働省令で定める   

ものを閲覧に供するものとする。  

（臓器売買等の禁止）  

第十一条 何人も、移植術に使用されるための臓器を提供すること若しくは   

提供したことの対価として財産上の利益の供与を受け、又はその要求若し   

くは約束をしてはならない。  

2 何人も、移植術に使用されるための臓器の提供を受けること若しくは受   

けたことの対価として財産上の利益を供与し、又はその中込み若しくは約   

束をしてはならない。  

3 何人も、移植術に使用されるための臓器を提供すること若しくはその提   

供を受けることのあっせんをすること若しくはあっせんをしたことの対価   

として財産上の利益の供与を受け、 

らない。  

4 何人も、移植術に使用されるための臓器を提供すること若しくはその提   

供を受けることのあっせんを受けること若しくはあっせんを受けたことの   

対価として財産上の利益を供与し、又はその中込み若しくは約束をしては   

ならない。  

5 何人も、臓器が前各項の規定のいずれかに違反する行為に係るものであ   

ることを知って、当該臓器を摘出し、又は移植術に使用してはならない。  

6 第一項から第四項までの対価には、交通、通信、移植術に使用されるた   

めの臓器の摘出、保存若しくは移送又は移植術等に要する費用であって、   

移植術に使用される．ための臓器を提供すること若しくはその提供を受ける   

こと又はそれらのあっせんをすることに関して通常必要であると認められ   

るものは、含まれない。  

（業として行う臓器のあっせんの許可）  

第十二条 業として移植術に使用されるための臓器（死体から摘出されるも   

の又は摘出されたものに限る。）を提供すること又はその提供を受けること   

のあっせん（以下「薫として行う臓器のあっせん」という。）をしようとす   

る者は、厚生労働省令で定めるところにより、臓器の別ごとに、厚生労働   

大臣の許可を受けなければならない。  

2 厚生労働大臣は、前項の許可の申請をした者が次の各号のいずれかに該   

当する場合には、同項の許可をしてはならない。   

一 宮利を目的とするおそれがあると認められる看   

二 葉として行う臓器のあっせんに当たって当該臓器を使用した移植術を  

受ける者の選択を公平かつ適正に行わないおそれがあると言忍められる者   

（秘密保持義務）  

第十三条 前条第一項の許可を受けた者（以下「臓器あっせん機関」という。）   

若しくはその役員若しくは職員又はこれらの看であった者は、正当な理由   

がなく、業として行う臓器のあっせんに関して職務上知り得た人の秘密を   

漏らしてはならない。  

（帳簿の備付け等）  

第十四条 臓器あっせん機関は、厚生労働省令で定めるところにより、帳簿   

を備え、その実務に関する事項を記載しなければならない。  

2 臓器あっせん機関は、前項の帳簿を、最終の記載の日から五年間保存し   

なければならない。  

（報告の徴収等）  

第十五条 厚生労働大臣は、この法律を施行するため必要があると認めると   

きは、臓器あっせん機関に対し、その業務に関し報告をさせ、又はその職   

員に、臓器あっせん機関の事務所に立ち入り、帳簿、書類その他の物件を   

検査させ、若しくは関係者に質問させることができる。  

2 前項の規定により立入検査又は質問をする職員は、その身分を示す証明   

書を携帯し、関係者に提示しなければならない。  

3 第一項の規定による立入検査及び質問をする権限は、犯罪捜査のために   

認められたものと解してはならない。  

（指示）  

第十六条 厚生労働大臣は、この法律を施行するため必要があると認めると   

きは、臓器あっせん機関に対し、その業務に閲し必要な指示を行うことが   

できる。  

（許可の取消し）  

第十七条 厚生労働大臣は、臓器あっせん機関が前条の規定による指示に従   

わないときは、第十二条第一項の許可を取り消すことができる。   

（経過措置）  

第十八条 この法律の規定に基づき厚生労働省令を制定し、又は改廃する場   

合においては、その厚生労働省令で、その制定又は改廃に伴い合理的に必   

や叫  



要と判断される範囲内において、所要の経過措置（罰則に関する経過措置を   

含む。）を定めることができる。  

（厚生労働省令への委任）  

第十九条 この法律に定めるもののほか、この法律の実施のための手続その   

他この法律の施行に関し必要な事項は、厚生労働省令で定める。  

（罰則）  

第二十条 第十一条第一項から第五項までの規定に違反した者は、五年以下   

の懲役若しくは五首万円以下の罰金に処し、又はこれを併科する。  

2 前項の罪は、刑法（明治四十年法律第四十五号）第三条の例に従う。   

第二十一条 第六条第五項の書面に虚偽の記載をした者は、三年以下の懲   

役又は五十万円以下の罰金に処する。  

3 第六条第六項の規定に違反して同条第五項の書面の交付を受けないで臓   

器の摘出をした者は、一年以下の懲役又は三十万円以下の罰金に処する。  

第二十二条 第十二条第一項の許可を受けないで、業として行う臓器のあっ   

せんをした者は、一年以下の懲役若しくは百万円以下の罰金に処し、又は   

これを併科する。  

第二十三条 次の各号のいずれかに該当－する者は、五十万円以下の罰金に処   

する。   

一 第九条の規定に違反した者   

二 第十条第一項の規定に違反して、記録を作成せず、若しくは虚偽の記  

録を作成し、又は同条第二項の規定に違反して記録を保存しなかった者   

三 第十三条の規定に違反した者   

四 第十四条第一項の規定に違反して、帳簿を備えず、帳簿に記載せず、  

若しくは虚偽の記載をし、又は同条第二項の規定に違反して帳簿を保存  

しなかった者   

五 葉十五条第一項の規■定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、  

又は同項の規定による立入検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しく  

は同項の規定による質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をし  

た者  

2 前項第三号の罪は、告訴がなければ公訴を提起することができない。  

第二十四条 法人（法人でない団体で代表者又は管理人の定めのあるものを   

含む。以下この項において同じ。）の代表者若しくは管理人又は法人若しく   

は人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し、   

第二十条、第二十二条及び前条（同条第一項第三号を除く。）の違反行為を   

したときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に対しても、各本条の   

罰金刑を科する。  

2 前碩の規定により法人でない団体を処罰する場合には、その代表者又は   

管理人がその訴訟行為につきその団体を代表するほか、法人を被告人又は   

被疑者とする場合の刑事訴言公に関する法律の規定を準用する。  

第二十五条 第二十条第一項の場合において供与を受けた財産上の利益は、   

没収する。その全部又は一部を没収することができないときは、その価額   

を追徴する。  

附 則  

（施行期日）  

第一条 この法律は、公布の日から起算して三月を経過した日から施行する。  

（検討等）  

第二条 この法律による臓器の移植については、この法律の施行後三年を目   

途として、この法律の施行の状況を勘案し、その全般について検討が加え   

られ、その結果に基づいて必要な措置が講ぜられるべきものとする。  

2 政府は、ドナーカードの普及及び臓器移植ネットワークの整備のための   

方策に閲し検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとす   

る。  

3 関係行政機関は、第七条に規定する場合において同条の死体が第六条第   

二碩の脳死した者の身体であるときは、当該脳死した者の身体に対する刑   

事訴訟法第二百二十九条第一項の検視その他の犯罪捜査に関する手続と第   

六条の規定による当該脳死した者の身体からの臓器の摘出との調整を図り、   

犯罪捜査に関する活動に支障を生ずることなく臓器の移植が円滑に実施さ   

れるよう努めるものとする。  

（角膜及び腎臓の移植に関する法律の廃止）  

第三条 角膜及び腎臓の移植に関する法律（昭和五十四年法律第六十三号）は、   

廃止する。  

（経過措置）  

第四条 医師は、当分の聞、第六条第一項に規定する場合のほか、死亡した   

者が生存中に眼球又は腎臓を移植術に使用されるために提供する意思を書   

面により表示している場合及び当該意思がないことを表示している場合以   

外の場合であって、遺族が当該眼球又は腎臓の摘出について書面により承   

諾しているときにおいても、移植術に使用されるための眼球又は腎臓を、   

同条第二項の脳死した者の身体以外の死体から摘出することができる。  

2 前項の規定により死体から眼球又は腎臓を摘出する場合においては、第   

七粂中 r前条」とあるのは「附則第四条第一項」と、第八条及び第九条中   

「第六条」とあるのは「附則第四条第一項」と、第十条第一項中「同条の   

く1）  



規定による」とあるのは「附則第四条第一項の規定による」と読み替えて、   

これらの規定（これらの規定に係る罰則を含む。）を適用する。  

第五条 この法律の施行前に附則第三条の規．定による廃止前の角膜及び腎臓   

の移植に関する法律（以下「旧法」という。）第三条第三項の規定による遺   

族の書面による承諾を受けている場合（死亡した者が生存中にその場球又   

は腎臓を移植術に使用されるために提供する意思がないことを表示してい   

る場合であって、この法律の施行前に角膜又は腎臓の摘出に着手していな   

かったときを除く。）又は同項ただし書の場合に該当していた場合の眼球又   

は腎臓の摘出については、なお従前の例による。  

第六条 旧法第三条の規定（前条の規定によりなお従前の例によることとさ   

れる眼球又は腎臓の摘出に係る旧法第三条の規定を含む。次条及び附則第   

八条において同じ。）により摘出された眼球又は腎臓の取扱いについては、   

なお従前の例による。   

第七条 旧法第三条の規定により摘出された眼球及び腎臓であって、角膜移   

植術又は腎臓移植術に使用されなかった部分の眼球又は腎臓のこの法律の   

施行後における処理については、当該摘出された眼球又は腎臓を第六条の   

規定により死体から摘出された臓器とみなし、第九条の規定（これに係る罰   

則を含む。）を適用する。  

第八条 旧法第三条の規定により摘出された眼球又は腎臓を使用した移植術   

がこの法律の施行後に行われた場合における当該移植術に関する記録の作   

成、保存及び閲覧については、当該眼球又は腎臓を第六条の規定により死   

体から摘出された臓器とみなし、第十条の規定（これに係る罰則を含む。）   

を適用する。  

第九条 この法律の施行の際現に旧法第八条の規定により業として行う眼球   

又は腎臓の提供のあっせんの許可を受けている者は、第十二条第一項の規   

定により当該臓器について業として行う臓器のあっせんの許可を受けた者   

とみなす。   

第十条 この法律の施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお   

従前の例による。   

第十一条 健康保険法（大正十一年法律第七十号）、国民健康保険法（昭和三十   

三年法律第百九十二号）その他政令で定，める法律（以下「医療給付関係各法」   

という。）の規定に基づく医療（医療に要する兼用の支給に係る当該医療を   

含む。以下同じ。）の給付（医療給付関係各法に基づく命令の規定に基づく   

ものを含む。以下同じ。）に継続して、第六条第二項の脳死した者の身体へ  

の処置がされた場合には、当分の間、当該処置は当該医療給付関係各法の   

規定に基づく医療の給付としてされたものとみなす。  

2 前項の処置に要する費用の算定は、医療給付関係各法の規定に基づく医   

療の給付に係る費用の算定方法の例による。  

3 前項の規定によることを適当としないときの費用の算定は、同項の費用   

の算定方法を定める者が別に定めるところによる。  

4 前二項に掲げるもののほか、第一項の処置に関しては、医療給付関係各   

法の規定に基づく医療の給付に準じて取り扱うものとする。   
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参考資料2  

○臓器の移植に関する法律施行規則（平成九年厚生省令第七十八号）  

（内臓の範囲）  

第一条 臓器の移植に関する法律（平成九年法律第冒四号。以下「法」という。）第五条に   

規定する厚生労働省令で定める内臓は、膵すい臓及び小腸とする。  

（判定）  

第二条 法第六条第四頓に規定する判断に係る同条第二項の判定（以下「判定」という。〉   

は、脳の器質的な障害（以下この項において「器質的脳障害」という。）により深昏睡（ジ   

ャパン・コーマ・スケール（別名三一三一九度方式）で三百に該当する状態にあり、かつ、   

グラスゴー・コーマ・スケールで三に該当する状態にあることをいう。第二号、第四号   

及び次項第一号において同じ。）及び自発呼吸を消失した状態と認められ、かつ、器質的   

脳障害の原因となる疾患（以下この項及び第五条第一項第四号において「原疾患」とい   

う。）が確実に診断されていて、原疾患に対して行い得るすべての適切な治療を行った場   

合であっても回復の可能性がないと認められる者について行うものとする。ただし、次   

の各号のいずれかに該当する者については、この限りでない。   

一 大歳未満の者   

二 急性薬物中毒により深昏睡及び自発呼吸を消失した状態にあると認められる者   

三 直腸温が摂氏三十二度以下の状態にある者   

四 代謝性障害又は内分泌性障害により深昏睡及び自発呼吸を消失した状態にあると認  

められる者  

2 法第六条第四項に規定する判断に係る判定は、次の各号に掲げる状態が確認され、か   

つ、当該確認の時点から少なくとも六時間を経過した後に、次の各号に掲げる状態が再   

び確認されることをもって行うものとする。ただし、自発運動、除脳硬直（頸部付近に刺   

激を加えたときに、四肢伸展又は内旋し、かつ、足が底屈することをいう。次条第五号   

及び第五条第一項第七号において同じ。）、除皮質硬直（頸けい部付近に刺激を加えたと   

きに、上肢しが屈曲し、かつ、下肢しが伸展又は内旋することをいう。次条第五号及び   

第五条第一項第七号において同じ。）又はけいれんが認められる場合は、判定を行っては   

ならない。   

－ 深昏睡   

二 瞳孔が固定し、瞳どう孔径が左右とも四ミリメートル以上であること   

三 脳幹反射（対光反射、角膜反射、毛様脊せき髄反射、眼球頭反射、前庭反射、咽頭反  

射及び咳反射をいう。）の消失   

四 平坦脳波   

五 自発呼吸の消失  

3 前項第五号に掲げる状態の確認は、同項第一号から第四号までに掲げる状態が確認さ   

れた後に行うものとする。  

4 法第六条第四項に規定する判断に係る判定に当たっては、中枢神経抑制薬、筋弛し緩   

粟その他の薬物が判定に影響していないこと及び収縮期血圧が九十水銀柱ミリメートル   

以上あることを確認するものとする。  

5 法案六条第四項に規定する判断に係る判定に当たっては、聴性脳幹誘発反応の消失を   

確言忍するように努めるものとする。  

（判定が的確に行われたことを言正する書面）  

第三条 法第六条第五項の規定により判定を行った医師が作成する書面には、当該医師が   

次の各号に掲げる事項を記載し、記名押印又は署名しなければならない。   

一 判定を受けた者の住所、氏名、性別及び生年月日   

二 判定を行った日時並びに判定が行われた病院又は診療所（以下「医療機関」という。）  

の所在地及び名称   

三 判定を行った医師の住所（その医師が医療機関に勤務する医師であるときは、その住  

所又は当該医療機関の所在地及び名称）及び氏名   

四 判定を受けた者が前条第一項各号のいずれの者にも該当しなかった旨   

五 判定を受けた者について前条第二項各号に掲げる状態が確言忍された旨及び当該確認  

がされた日時並びに当該確認の時点において自発運動、除脳硬直、除皮質硬直又はけ  

いれんが認められなかった旨   

六 前条第四項の確認の結果  

（使用されなかった部分の臓器の処理）  

第四条 法第九条の規定による臓器（法第五条に規定する臓器をいう。以下同じ。）の処理   

は、焼却して行わなければならない。  

（判定に関する記録）  

第五条 法第十条第一項の規定により判定を行った医師が作成する記録には、当該医師が   

次の各号に掲げる事項を記載し、記名押印又は署名しなければならない。   

－ 判定を受けた者の住所、氏名、性別及び生年月日   

二 判定を行った日時並びに判定が行われた医療機関の所在地及び名称   

三 判定を行った医師の住所（その医師が医療機関に勤務する医師であるときは、その住  

所又は当該医療機関の所在地及び名称）及び氏名   

四 判定を受けた者の原疾患   

五 判定を受けた者が第二条第一項各号のいずれの者にも該当しなかった旨   

六 判定を受けた者の第二条第二項に規定する確認の時点における体温、血圧及び心拍  

数   

七 判定を受けた者について第二条第二項各号に掲げる状態が確認された旨及び当該確   

認がされた日時並びに当該確認の時点において自発運動、除脳硬直、除皮質硬直又は  

けいれんが認められなかった旨   

八 第二条第四項の確認の結果   

九 第二条第五項の確認を行った場合においては、その結果   

十 判定を受けた者が生存中に臓器を提供する意思（臓器を、臓器の機能に障害がある者   

に対し臓器の機能の回復又は付与を目的として行われる臓器の移植術（以下「移植術」  

という。）に使用されるために提供する意思をいう。以下この条及び次条において同  

じ。）及び判定に従う意思を書面により表示していた旨   

十一 判定を受けた者が生存中に臓器を提供する意思及び判定に従う意思を表示してい   



た旨の告知を受けた家族が判定を拒まない旨並びに当該家族の住所、氏名及び判定を  

受けた者との続柄又は判定を受けた者に家族がないときは、その旨   

十二 前各号に掲げるもののほか、判定を行った医師が特に必要と認めた事項  

2 前項の記録には、次の各号に掲げる書面を添付しなければならない。   

一 判定に当たって測定した脳波の記録   

二 判定を受けた暑が生存中に臓器を提供する意思及び判定に従う意思を表示した書面  

の写し   

三 判定を受けた者に家族がいる場合においては、当該家族が判定を拒まない旨を表示  

した書面  

3 前項第三号の書面には、判定を拒まない旨のほか、次の各号に掲げる事項が記載され   

ていなければならない。   

一 判定を受けた者の住所及び氏名   

二 判定を拒まない旨を表示した家族の住所、氏名及び判定を受けた者との続柄   

（臓器の摘出に関する記録）  

第六条 法第十条第一項の規定により法第六条第一項の規定による臓器の摘出（以下「臓器   

の摘出」という。）を行った医師が作成する記録には、当該医師が、同項の規定により摘   

出した臓器（以下「摘出した臓器」という。）ごとに、次の各号に掲げる事項を記載し、   

記名押印又は署名しなければならない。   

一 臓器の摘出を受けた者の住所、氏名、性別及び生年月日   

二 臓器の摘出を受けた者の死亡の日時   

三 臓器の摘出を受けた者の死亡の原因となった傷病及びそれに伴う合併症   

四 臓器の摘出を受けた者の主な既往症   

五 臓器の摘出を行った日時並びに臓器の摘出が行われた医療機関の所在地及び名称   

六 臓器の摘出を行った医師の住所（その医師が医療機関に勤務する医師であるときは、  

その住所又は当該医療機関の所在地及び名称）及び氏名   

七 摘出した臓器の別（当該臓器の左右の別及び部位の別を含む。）   

八 摘出した臓器の状態   

九 摘出した臓器に対して行った処置の内容   

十 臓器の摘出を受けた者に対して行った血液学的検査、生化学的検査、免疫学的検査  

その他の検査の結果   

十一 臓器の摘出を受けた者が生存中に臓器を提供する意思を書面により表示していた  
ヒ  t∃   

十二 臓器の摘出を受けた者が生存中に臓器を提供する意思を表示していた旨の告知を   

受けた遺族がその摘出を拒まない旨並びに当該遺族の住所、氏名及び臓器の摘出を受   

けた者との続柄又は当該臓器の摘出を受けた者に遺族がないときは、その旨   

十三 臓器の摘出を行う前に、法第六条第五項の書面の交付を受けた旨   

十四 摘出した臓器のあっせんを行った者の住所及び氏名（法人にあっては、その事務所  

の所在地及び名称）   

十五 前各号に掲げるもののほか、臓器の摘出を行った医師が特に必要と言忍めた事項  

2 前項の記録には、次の各号に掲げる書面を添付しなければならない。   

ー 臓器の摘出を受けた者が生存中に臓器を提供する意思を表示した書面の写し   
こ 臓器の摘出を受けた者に遺族がいる場合においては、当該遺族が臓器の摘出を拒ま  
ない旨を表示した書面   

三 法第六条第五項の書面の写し  
3 前項第二号の書面には、臓器の摘出を拒まない旨のほか、次の各号に掲げる事項が記   

載されていなければならない。   

一 臓器の摘出を受けた者の住所及び氏名   

二 臓器の摘出を拒まない旨を表示した遺族が摘出を拒まない臓器の別（当該臓器の左  

右の別を含む。）   

三 臓器の摘出を拒まない旨を表示した遺族の住所、氏名及び臓器の摘出を受けた者と  

の続柄  

（摘出した臓器を任用した移植術に関する記録）  

第七粂 法第十条第一項の規定により摘出した臓器を使用した移植術を行った医師が作成   

する記録には、当該医師が次の各号に掲げる事項を記載し、記名押印又は署名しなけれ   
ばならない。   

－ 移植術を受けた者の住所、氏名、性別及び生年月日   

二 移植術を行った日時並びに移植術が行われた医療機関の所在地及び名称   

三 移植術を行った医師の住所（その医師が医療機関に勤務する医師であるときは、その  

住所又は当該医療機関の所在地及び名称）及び氏名   

四 移植術に使用した臓器の別（当該臓器の左右の別及び部位の別を含む。）   

五 移植術を受けた者に移植術を行うことが必要であると判断した理由   
六 移植術を受けた看に対して行った血液学的検査、生化学的検査、免疫学的検査その  

他の検査の結果   

七 移植術を受けた者又はその昔の家族が移植術を行うことを承諾した旨   
八 移植術に使用した臓器のあっせんを行った者の住所及び氏名（法人にあっては、その  

事務所の所在地及び名称）   

九 前各号に掲げるもののほか、移植術を行った医師が特に必要と認めた事項   

（記録の閲覧）  

第八条 法第十条第三項に規定する厚生労働省令で定める者は、移植術に使用されるため   
の臓器を提供した遺族、移植術を受けた者又はその者の家族及び法第十二条第一項の許   
可を受けた者（以下「臓器あっせん機関」という。）とする。   

第九条 法第十条第一項に規定する判定等に関する記録を保存する者は、前条に規定する   
着からの請求により当該記録を閲覧†こ供するときは、次の各号に掲げる事項を記載した   
請求書の提出を求めることができる。   
一 請求の年月日   

二 請求をする者の住所及び氏名（法人にあっては、その事務所の所在地及び名称）   

三 請求をする者が移植術に使用されるための臓器を提供した遺族である場合には、臓  
器の摘出を受けた者との続柄   
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四 請求をする者が移植術を受けた者又はその昔の家族である場合には、移植術を受け  

た者との続柄   

五 請求に係る記録の別  

第十条 法第十条第三項に規定する厚生労働省令で定める記録は、次の各号に掲げる第八   

条に規定する者の区分に応じ、それぞれ当該各号に定めるものとする。   

一 移植術に使用されるための臓器を提供した遺族 当該臓器に係る第五条第一項の記  

録及び同条第二項の書面並びに第六条第一項の記録及び同条第二項の書面（第五条第  

一項第十二号及び第六条第一項第十五号に掲げる事項のうち、個人の権利利益を不当  

に侵害するおそれがあるものを除く。）   

二 移植術を受けた音叉はその看の家族 当該移植術に係る第七粂の記録（同条第九号  

に掲げる事項のうち、個人の権利利益を不当に侵害するおそれがあるものを除く。）   

三 臓器あっせん機関 当該臓器あっせん機関の行ったあっせんに係る第五条第一項の  

記録及び同条第二項の書面、第六条第一項の記録及び同条第二項の書面並びに第七条  

の記録  

（業として行う臓器のあっせんの許可の申請）  

第十一条 法第十二条第一項に規定する業として行う臓器のあつせんの許可を受けようと   

する者は、あっせんを行う臓器の別ごとに、次の各号に掲げる事項を記載した申請書に   

申請者の履歴書（法人にあっては、定款、寄附行為又はこれらに準ずるもの及び役員の履   

歴書。第十二条のこにおいて同じ。）を添えて、厚生労働大臣に提出しなければならない。   

－ 申請者の住所及び氏名（法人にあっては、その主たる事務所の所在地及び名称）  

第十二条の三 前条のフレキシブルディスクは、エ業標準化法（昭和二十四年法律第百八十   

五号）に基づく日本工業規格（以下「日本工業規格」という。）X六二二三号に適合する九   

十ミリメートルフレキシブルディスクカートリッジでなければならない。  

（フレキシブルディスクヘの記録方式）  

第十二条の四 第十二条のこのフレキシブルディスクへの記録は、次に掲げる方式に従っ   

てしなければならない。   

－ トラックフォーマットについては、日本工業規格X六二二四号又は日本工業規格X  

六二二五号に規定する方式   

ニ ボリューム及びファイル構成については、日本工業規格XO六○五号に規定する方式  

（フレキシブルディスクにはり付ける書面）  

第十二条の五 第十二条のこのフレキシブルディスクには、日本工業規格X六ニニ三号に   

規定するラベル領域に、次に掲げる事項を記載した書面をはり付けなければならない。   

一 申請者又は届出者の氏名   

二 申請年月日又は届出年月日  

（臓器のあっせんの帳簿）  

第十三条 臓器あっせん機関は、臓器のあっせんを行う事務所に帳簿を備え、あっせんを   

行った臓器ごとに次の各号に掲げる事項を当該帳簿に記載しなければならない。   

－ 臓器のあっせんを行った相手方の住所及び氏名（法人にあっては、その事務所の所在  

地及び名称）   

二 晩器のあっせんを行った年月日   

三 臓器のあっせんを行った具体的手段   

四 臓器のあっせん手数料又はこれに類するものの客頁  

（臓器の摘出に係る取扱い等）  

第十四条 医師は、臓器の摘出を行う場合は、臓器が細菌その他の病原体に汚染され、又   

は損傷を受けることのないよう注意しなければならない。摘出した臓器の取扱いについ   

ても、同様とする。  

2 医師は、臓器の摘出を行った場合は、摘出後の摘出部位等に適当な措置を講じなけれ   

ばならない。  

3 医師は、臓器の摘出を行った場合は、第六条第一項第五号から第七号まで、第十四号   

及び第十五号に掲げる事項を、摘出した臓器ごとに表示しなければならない。  

4 摘出した臓器の取扱いに当たっては、礼意を失わないように注意しなければならない。   

（移植術に使用されなかった臓器の記録等）  

第十五条 臓器の摘出を行った医師が、摘出した臓器を移植術に使用しないこととした場   

合は、その理由を第六条第一項の記録に記載しなければならない。  

2 臓器の摘出を行った医師以外の医師が、摘出した臓器を移植術に使用しないこととし   

た場合は、次の各号に掲げる事項につき記録を作成し、記名押印又は署名しなければな   
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臓器のあっせんを行う事務所の所在地及び名称  

臓器のあっせん手数料又はこれに類するものを徴収する場合は、その額  

臓器のあっせんを行う具体的手段  

申請の日を含む事業年度及び翌事業年度の事業計画及び収支予算  

二
 
三
 
四
 
五
 
 

（申請事項の変更の届出）  

第十二条 臓器あっせん機関は、前条第一号又は第二号に掲げる事項に変更を生じたとき   

は、速やかに、同条第三号又は第四号に掲げる事項を変更しようとするときは、変更し   

ようとする日の十五日前までに、厚生労働大臣に届け出なければならない。  

（フレキシブルディスクによる手続）  

第十二条の二 次の各号に掲げる手続については、当該各号に掲げる事項を記録したフレ   

キシブルディスク並びに申請者又は届出者の氏名及び住所並びに申請又は届出の趣旨及   

びその年月日を記載した書類を提出することによって行うことができる。   

一 第十一条の規定による申請書及び申請者の履歴書の提出 当該申請書及び申請者の  

履歴書に記載する事項   

二 第十二条の規定による届出 当該届出に係る事項  

（フレキシブルディスクの構造）  



一 眼球又は腎臓の摘出を受けた者の住所、氏名、性別及び生年月日   

二 眼球又は腎臓の摘出を受けた者の死亡の日時   

三 眼球又は腎臓の摘出を受けた者の死亡の原因となった傷病及びそれに伴う合併症   

四 眼球又は腎臓の摘出を受けた者の主な既往症   

玉 眼球又は腎臓の摘出を行った日時並びに眼球又は腎臓の摘出が行われた医療機関の  

所在地及び名称   

六 眼球又は腎臓の摘出を行った医師の住所（その医師が医療機関に勤務する医師であ  

るときは、その住所又は当該医療機関の所在地及び名称）及び氏名   

七 摘出した膿球又は腎臓の別（当該眼球又は腎臓の左右の別を含む。）   

八 摘出した眼球又は腎臓の状態   

九 摘出した眼球又は腎臓に対して行った処置の内容   

十 眼球又は腎臓の摘出を受けた者に対して行った血液学的検査、生化学的検査、免疫  

学的検査その他の検査の結果   

十一 眼球又は腎臓の摘出を承諾した遺族の住所、氏名及び眼球又は腎臓の摘出を受け  

た者との続柄   

十二 摘出した眼球又は腎臓のあっせんを行った者の住所及び氏名（法人にあっては、そ  

の事拝所の所在地及び名称）   

十三 前各号に掲げるもののほか、眼球又は腎臓の摘出を行った医師が特に必要と沈め  

た事項  

2 前項の記録には、眼球又は腎臓の摘出を受けた者の遺族が当該眼球又は腎臓の摘出を   

承諾する旨を表示した書面を添付しなければならない。  

3 前項の書面には、眼球又は腎麻の摘出を承諾する旨のほか、次の各号に掲げる事項が   

記載されていなければならない。   

一 眼球又は腎臓の摘出を受けた者の住所及び氏名   

二 眼球又は腎臓の摘出を承諾する旨を表示した遺族が摘出を承諾する眼球又は腎臓の  

別（当喜郎艮球又は腎臓の左右の別を含む。）   

三 眼球又は腎臓の摘出を承諾する旨を表示した遺族の住所、氏名及び眼球又は腎臓の  

摘出を受けた者との続柄  

（準用）  

第四条 第四条、第七条から第十条まで及び第十四条から第十六条までの規定は、眼球又   

は腎臓の摘出について準用する。この場合において、第四条中「法第九条」とあるのは   

「法附則第四条第二項の規定により読み替えて適用される法第九条」と、第七条及び第   

九条中「法第十条第一項」とあるのは「法附則第四条第二項の規定により読み替えて適   

用される法第十条第一項」と、第十条第一号中「第五条第一項の記録及び同条第二項の   

書面並びに第六条第一項の記録及び同条第二項の書面（第五条第一項第十二号及び第六   

条第一項第十五号」とあるのは「附則第三粂第一項の記録及び同条第二項の書面（同条第   

一項第十三号」と、同条第二号中「第七条」とあるのは「第七条（附則第四条において準   

用する場合を含む。）」と、同条第三号中「第五条第一項の記録及び同条第二項の書面、   

第六条第一項の記録及び同条第二項の書面並びに第七条の記録」とあるのは「第七条（附   

則第四条において準用する場合を含む。）の記録並びに附則第三粂第一項の記録及び同条   

らない。   

一 臓器を移植術に使用しないこととした理由   

二 臓器を移植術に任用しないこととした医師の住所（その医師が医療機関に勤務する  

医師であるときは、その住所又は当該医療機関の所在地及び名称）及び氏名   

三 第六条第一項第五号、第七号及び第十四号に掲げる事項   

四 前三号に掲げるもののほか、臓器を移植術に使用しないこととした医師が特に必要  

と認めた事項  

3 前項の記録は、医療機関に勤務する医師が作成した場合にあっては当該医療機関の管   

理者が、医療機関に勤務する医師以外の医師が作成した場合にあっては当該医師が、五   

年間保存しなければならない。  

4 医療機関に勤務する医師は、摘出した臓器の処理の必要を認めたときは、速やかに、   

その旨を当該医療機関の管理者に報告しなければならない．  

（移植術に関する説明の記録）  

第十六条 医師は、移植術を受ける音叉はその者の家族に対して、移植術の前に、当該移   

植術について説明を行った場合は、次の各号に掲げる辛項につき記録を作成し、記名押   

印又は署名しなければならない。   

一 説明を行った医師の住所（その医師が医療機関に勤務する医師であるときは、その住  

所又は当該医療機関の所在地及び名称）及び氏名   

二 説明を行った日時及び場所   

三 説明を受けた者の住所、氏名及び移植術を受けた者との続柄   

四 説明に立ち会った暑がいたときは、当該立ち会った者の住所及び氏名   

五 説明した事項  

2 前条第三項の規定は、前項の記録について準用する。  

附 則  

（施行期日）  

第一条 この省令は、法の施行の日（平成九年十月十六日）から施行する。  

（角膜及び腎臓の移植に関する法律施行規則の廃止）  

第二条 角膜及び腎臓の移植に関する法律施行規則（昭和五十五年厚生省令第四号）は、廃   

止する。  

（法附則第四条第一項の規定による眼球又は腎臓の摘出に関する記録）  

第三条 法附則第四条第二項の親定により読み替えて適用される法第十条第一項の規定に   

より法附則第四条第一項の規定による眼球又は腎臓の摘出（以下この条及び次条におい   

て「眼球又は腎臓の摘出」という。）を行った医師が作成する記録には、当該医師が、同   

項の規定により摘出した眼球又は腎じん臓（以下この項において「摘出した眼球又は腎臓」   

という。）ごとに、次の各号に掲げる事項を記載し、記名押印又は署名しなければならな   

い。  
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第二項の書面」と、第十四条第三項中「第六条第一項第五号から第七号まで、第十四号   

及び第十五号」とあるのは「附則第三条第一項第五号から第七号まで、第十二号及び第   

十三号」と、第十五条第一項中「第六条第一項」とあるのは「附則第三条第一碩」と、   

同条第二項第三号中「第六条第一項第五号、第七号及び第十四号」とあるのは「附則第   

三条第一項第五号、第七号及び第十二号」と読み替えるものとする。  

（経過措置）  

第五条 この省令の施行前に行った法附則第三条の規定による廃止前の角膜及び腎じん臓   

の移植に関する法律（昭和五十四年法律第六十三号）第八条に規定する眼球又は腎じん臓   

の提供のあっせんについては、附則第二条の規定による廃止前の角膜及び腎じん臓の移   

植に関する法律施行規則第十条の規定は、なおその効力を有する。  
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3 救急医療等の関連分野において、高度の医療を行う次のいずれかの施設であること。  

・大学附属病院  

・日本救急医学会の指導医指定施設  

・日本脳神経外科学会の専門医訓練施設（A項）  

（注）A項とは、専門医訓練施設のうち、指導に当たる医師、症例数等において特に充実  

した施設。  

・救命救急センターとして認定された施設  

第4 脳死した者の身休から臓器を摘出する場合の脳死判定を行うまでの棟準的な手順に   

関する事項  

1主治医等が、臨床的に脳死と判断した場合く臓器の移植に関する法律施行規則（平成9   

年厚生省令第78号。以下「施行規則」という。）第2条第2項各号の項目のうち第5号   

の「自発呼吸の消失」を除く、第1号から第4号までの項目のいずれもが確認された場   

合。）以後において、家族等の脳死についての理解の状況等を踏まえ、臓器提供に関して   

意思表示カードの所持等、本人が何らかの意思表示を行っていたかについて把握するよ   

う努めること。   

その結果、家族等から、その意思表示の存在が告げられた場合、又はその意思表示の   

存在の可能性が考えられる場合には、主治医等は、臓器提供の機会があること、及び承   

諾に係る手続に際しては主治医以外の者（臓器移植ネットワーク等の臓器のあっせんに   

係る連絡調整を行う者（以下「コーディネーター」という。）による説明があることを、   

口頭又は書面により告げること。  

その際、説明を聴くことを強制してはならないこと。  

なお、法に基づき脳死と判定される以前においては、患者の医療に最善の努力を尽く   

すこと。  

2 主治医以外の者による説明を聴くことについて家族の承諾が得られた場合、主治医は、   

直ちに臓器移植ネットワークに連絡すること。  

3 連絡を受けた臓器移植ネットワークにおいては、直ちにコーディネーターを派遣する   

こと。派遣されたコーディネーターは、主治医から説明者として家族に紹介を受けた後   

に、家族に対して、脳死判定の概要、臓器移植を前提として法に規定する脳死判定によ   

り脳死と判定された場合には、法において人の死とされていること、本人が臓器を提供   

する意思及び脳死判定に従う意思を書面で表示し、かつ、家族が臓器提供及び脳死判定   

を拒まない場合に、脳死した本人から臓器を摘出することができること等について必要   

な説明を行うとともに、本人が書面により脳死の判定に従い、かつ臓器提供に関する意   

思を表示しているか否かについて書面により確認すること。また、家族が、脳死判定を   

行うこと及び臓器を提供することを拒まない意思があるか否かについて確認すること。   

主治医は、家族が希望する場合には、これらの者の説明に立ち会うことができること。  

なお、説明に当たっては、脳死判定を行うこと及び臓器を提供することに関する家族   

O「臓器の移植に関する法律」の運用に関する指針（ガイドライン）  

第1書面による意思表示ができる年齢等に関する事項  

臓器の移植に関する法律（平成9年法律第104号。以下「法」という。）における臓器   

提供に係る意思表示の有効性について、年齢等により画一的に判断することは難しいと   

考えるが、民法上の遺言可能年齢等を参考として、法の運用に当たっては、15歳以上の   

者の意思表示を有効なものとして取り扱うこと。  

知的障害者等の意思表示については、一律にその意思表示を有効と取り扱わない運用   

は適当ではないが、これらの者の意思表示の取扱いについては、今後さらに検討すべき   

ものであることから、主治医等が家族等に対して病状や治療方針の説明を行う中で、患   

者が知的障害者等であることが判明した場合においては、当面、法に基づく脳死判定は   

見合わせること。   

臓器の提供先を指定する意思が書面により表示されていた場合は、脳死・心臓死の区   

別や臓器の別にかかわらず、親族に限定する場合も含めて、当面、当寧提供先を指定す   

る意思表示を行った者に対する法に基づく脳死判定及びその昔からの臓器の摘出は見合   

わせること。  

第2 遺族及び家族の範囲に関する事項  

1 臓器の摘出の承諾に関して法に規定する「遺族」の範囲については、一般的、類型的   

に決まるものではなく、死亡した者の近親者の中から、個々の事案に即し、慣習や家族   

構成等に応じて判断すべきものであるが、原則として、配偶者、子、父母、孫、祖父母   

及び同居の親族の承諾を得るものとし、喪主又は祭祀主宰者となるべき者において、前   

記の「遺族」の総意を取りまとめるものとすることが適当であること。ただし、前記の   

範囲以外の親族から臓器提供に対する異論が出された場合には、その状況等を把握し、   

慎重に判断すること。  

2 脳死の判定を行うことの承諾に関して法に規定する「家族」の範囲についても、上記   

「遺族」についての考え方に準じた取扱いを行うこと。  

第3 臓器提供施設に関する事項  

法に基づく脳死した者の身体からの臓器提供については、当面、次のいずれの条件を   

も満たす施設に限定すること。  

1 臓器摘出の場を提供する等のために必要な体制が確保されており、当該施設全体につ   

いて、脳死した者の身体からの臓器摘出を行うことに関して合意が得られていること。   

なお、その際、施設内の倫理委員会等の委員会で臓器提供に関して承認が行われている   

こと。  

2 適正な脳死判定を行う体制があること。 
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の承諾の任意性の担保に配慮し、承諾を強要するような言動があってはならず、説明の   

途中で家族が説明の継続を拒んだ場合は、その意思を尊重すること。また、家族の置か   

れている状況にかんがみ、家族の心情に配慮しつつ説明を行うこと。  

4 脳死を判定する医師は、本人が書面により脳死の判定に従い、かつ臓器を提供する意   

思を表示していること並びに家族も脳死判定を行うこと及び臓器を提供することを拒ま   

ないこと又は家族がいないことを確認の上で、法に規定する脳死判定を行うこと。  

なお、脳死を判定する医師は、家族が希望する場合には、家族を脳死判定に立ち会わ   

せることが適切であること。  

第5 臓器移植にかかわらない一般の脳死判定に関する事項  

法は、臓器移植の適正な実施に関して必要な事項を定めているものであり、臓器移植   

にかかわらない一般の脳死判定について定めているものではないこと。このため、治療   

方針の決定等のために行われる一般の脳死判定については、従来どおりの取扱いで差し   

支えないこと。  

第6 角膜及び腎臓の移植の取扱いに関する事項  

角膜及び腎臓の移植に関する法律（昭和54年法律第63号）は、法の施行に伴い廃止さ   

れるが、いわゆる心停止後に行われる角膜及び腎臓の移植については、法附則第4条に   

より、本人が生存中に服球又は腎臓を移植のために提供する意思を書面により表示して   

いない場合（本人が眼球又は腎臓を提供する意思がないことを表示している場合を除   

く。）においても、従来どおり、当該眼球又は腎臓の摘出について、遺族から書面により   

承諾を得た上で、摘出することができること。  

また、いわゆる心停止後に行われる腎臓摘出の場合においても、通例、心停止前に脳   

死判定が行われているが、この場合の脳死判定は治療方針の決定等のために行われる5   
の一般の脳死判定に該当するものであり、法第6条第2項に定められた脳死判定には該   

当しないものであること。したがって、この場合においては、従来どおりの取扱いで差   

し支えなく、法に規定する脳死判定を行うに先だって求められる本人の脳死判定に従う   

等の意思表示及びそれを家族が拒まない等の条件は必要でないこと。  

第7 臓器摘出に係る脳死判定に関する事項  

1 脳死判定の方法   

法に規定する脳死判定の具体的な方法については、施行規則において定められている   

ところであるが、さらに個々の検査の手法については、「法的脳死判定マニュアル」（厚   

生科学研究費特別研究事業「脳死判定手順に関する研究班」平成11年度報告書）に準拠   

して行うこと。   

なお、以下の項目については、特に留意すること。  

（1）瞳孔の固定  

従来の竹内基準で用いられてきた「瞳孔固定」の意味は、刺激に対する反応の欠如で   

あり、長時間観察を行った結果としての「固定」として捉えていないこと。  

したがって、脳死判定時において、あらゆる中枢性刺激に対する反応が欠如していれ   

ば、施行規則第2条第2項第2号に規定されている「瞳孔が固定し」として取扱うこと   

が適切であること。  

（2）無呼吸テスト  

自発呼吸の消失の確認は、無呼吸テストによって行うこととなるが、当該テストは、   

動脈血二酸化炭素分圧が適切な値まで上昇するか否かが重要な点であって、呼吸器を外   

す時間経過に必ずしもとらわれるものではない点に留意すること。具体的には、血液ガ   

ス分析を適時行い、無呼吸テスト開始前に二酎ヒ炭素分圧がおおよそ基準値の範囲（35水   

銀柱ミリメートル以上45水銀柱ミリメートル以下）にあることを確かめた上で、二酸化   

炭素分圧が60水銀柱ミリメートル以上（80水銀柱ミリメートル以下が望ましい）に上昇し   

たことの確認を行うこと。  

無呼吸テスト中は、血圧計、心電計及び／くルスオキシメーターにより循環動態の把握   

を行い、低血圧、不整脈等の反応が表れた場合には適切な処置を採ることとし、当該テ   

ストを継続することについての危険性があると判断された場合には、直ちに当該テスト   

を中止すること。   

炭酸ガスでなく低酸素刺激によって呼吸中枢が刺激されているような重症呼吸不全の   

患者に対しては無呼吸テストの実施を見合わせること。   

なお、臓器提供施設においては、柳平吸テストの実施に当たって、呼吸管理に習熟し   

た専門医師が関与するよう努めること。  

（3）補助検査   

補助検査については、家族等に対して脳死判定結果についてより理解を得るためのも   

のとして意義が認められるが、簡便性や非優姿性などの観点から、聴性脳幹誘発反応（上   

記報告書における聴性脳幹誘発電位検査法）が有用であり、施行規則第2条第5頓に規定   

されているように、できるだけ実施するよう努めること。  

（4）判定医   

脳死判定は、脳神経外科医、神経内科医、救急医又は麻酔・蘇生科・集中治療医であ   

って、それぞれの学会専門医又は学会認定医の資格を持ち、かつ脳死判定に関して豊富   

な経験を有し、しかも臓器移植にかかわらない医師が2名以上で行うこと。   

臓器提供施設においては、脳死判定を行う者について、あらかじめ倫理委員会等の委   

員会において選定を行うとともに、選定された者の氏名、診療科目、専門医等の資格、  

経験年数等について、その情報の開示を求められた場合には、提示できるようにするも   

のとすること。  

（5）観察時間   

N  



第11死体からの臓器移植の取扱いに関するその他の事項  

1 公平・公正な臓器移植の実施  

移植医療に対する国民の信頼の確保のため、移植機会の公平性の確保と、最も効果的   

な移植の実施という両面からの要請に応えた臓器の配分が行われることが必要であるこ   

とから、臓器のあっせんを一元的に行う臓器移植ネットワークを介さない臓器の移植は   

行ってはならないこと。また、海外から提供された臓器についても、臓器移植ネットワ   

ークを介さない臓器の移植は行ってはならないこと。  

なお、角膜については、従来どおり、アイバンクを通じて角膜移植を行うものとする   

こと。  

2 法令に規定されていない臓器の取扱い  

臓器移植を目的として、法及び施行規則に規定されていない臓器を死体（脳死した者の   

身体を含む。）から摘出することは、行ってはならないこと。  

3 個人情報の保護  

移植医療関係者が個人情報そのものの保護に努めることは当然のことであるが、移植   

医療の性格にかんがみ、臓器提供者に関する情報と移植患者に関する情報が相互に伝わ   

ることのないよう、細心の注意を払うこと。  

4 摘出記録の保存  

臓器の摘出に係る法第10条第1項の記録については、摘出を行った医師が所属する医   

療機関の管理者が保存することとされているが、当該摘出を行った医師が所属する医療   

機関以外の医療機関において臓器の摘出が行われた場合には、臓器の摘出の記録の写し   

を当該摘出が行われた医療機関の管理者において保存すること。  

5 検視等  

犯罪捜査に関する活動に支障を生することなく臓器の移植の円滑な実施を図るという   

観点から、医師は、法第6条第2項に係る判定を行おうとする場合であって、当該判定   

の対象者が確実に診断された内因性疾患により脳死状態にあることが明らかである者以   

外の看であるときは、速やかに、当該者に対し法に基づく脳死判定を行う旨を所轄警察   

署長に連絡すること。なお、この場合、脳死判定後に行われる医師法（昭和23年法律案   

201号）第21条に規定する異状死体の届出は、別途行うべきものであること。  

医師は、脳死した者の身体について刑事訴松法（昭和23年法律第131号）第229条第1   

項の検視その他の犯罪捜査に関する手続が行われるときは、捜査杜関に対し、必要な協   

力をするものとすること。  

医師は、当該手続が行われる場合には、その手続が終了した旨の連絡を捜査機関から   

受けた後でなければ、臓器を摘出してはならないこと。  

第12 生体からの臓器移植の取扱いに関する事項  

1生体からの臓器移植は、健常な提供者に侵襲を及ぼすことから、やむを得ない場合に   

第2回目の検査は、第1回巳の検査終了時から6時間以上を経過した時点において行   

うこと。  

（6）その他  

いわゆる脳低温療法については、脳卒中や預部外傷等の脳障害の患者に対する新しい   

治療法の一つであり、脳死した者を蘇生させる治療法ではないこと。  

また、脳死判定を開始するに当たっては、それ以前lこ原疾患に対して行い得るすべて   

の適切な治療が行われたことが当然の前提となるが、脳低温療法の適応については、主   

治医が患者の病状等に応じて判断するべきものであり、当該治療法を行うことを脳死判   

定の実施の条件とはしていないことに留意すること。  

2 脳死の判定以後に本人の書面による意思が確認された場合の取扱い  

第7の1の脳死判定基準と同じ基準により一般の脳死判定がされた後に、本人の書面   

による意思や家族の承琵が確認された場合については、その時点で初めて法に規定する   

脳死判定を行う要件が備わると考えられることから、改めて、法に規定する脳死判定を   

行うこと。  

3 診療録への記載  

法に規定する脳死判定を行った医師は、法第10条第1項に規定する記録を作成しなけ   

ればならないことは当然であるが、当該記録とは別に、脳死判定の検査結果について患   

者の診療i剥こ記載し、又は当該記録の写しを貼付すること。  

第8 死亡時割に関する事項  

法の規定に基づき脳死判定を行った場合の脳死した者の死亡時別については、脳死判   

定の観察時間経過後の不可逆性の確認時（第2回目の検査終了時）とすること。  

第9 臓器摘出に至らなかった場合の脳死判定の取扱いに関する事項  

法の規定に基づき、臓器摘出に係る脳死判定を行い、その後移植に適さない等の理由   

により臓器が提供されない場合においても、当該脳死が判定された時点（第2回目の検査   

終7時）をもって「死亡」とすること。  

第10 移植施設に関する事項  

1脳死した者の身体から摘出された臓器の移植の実施については、移植関係学会合同委   

員会において選定された施設に限定すること。  

2 移植関係学会合同委員会における選定施設が臓器移植ネットワークにおける移植施設   

として登録され、その施設だけに臓器が配分されること。  

3 移植施設の見直し・追加については、移植関係学会合同委員会における選定を踏まえ   

て適宜行われること。  

；l  
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例外として実施されるものであること。生体から臓器移植を行う場合においては、法第2   

条第2項及び第3項、第4条、第11条等の規定を遵守するため、以下のとおり取り扱う   

こと。  

2 臓器の提供の申し出については、任意になされ他からの強制でないことを、家族及び  

移植医療に関与する者以外の看であって、提供者の自由意思を適切に確認できる者に   

より確認しなければならないこと。  

3 提供者に対しては、摘出術の内容について文書により説明するほか、臓器の提供に伴   

う危険性及び移植術を受ける者の手術において推定される成功の可能性について説明を   

行い、書面で提供の同意を得なければならないこと。  

4 移植術を受けて摘出された肝臓が他の患者の移植術に用いられるいわゆるドミノ移植   

において、最初の移植術を受ける患者については、移植術を受ける者としてのほか、提   

供者としての説明及び同意の取得を行わなければならないこと。  

5 移植術を受ける者に対して移植術の内容、効果及び危険性について説明し書面で同意   

を得る際には、併せて提供者における臓器の提供に伴う危険性についても、説明しなけ   

ればならないこと。  

6 臓器の提供者が移植術を受ける者の親族である場合は、親族関係及び当該親族本人で   

あることを、公的証明書により確認することを原則とし、親族であることを公的証明書   

により確認することができないときは、当該施設内の倫理委鼻会等の要具会で関係資料   

に基づき確認を実施すること。   

細則：本人確認のほか、親族関係について、戸籍抄本、住民票又は世帯単位の保険証に  

より確認すること。別世帯であるが戸籍抄本等による確認が困難なときは、少なくと  

も本籍地が同一であることを公的証明書で確言忍すべきであること。  

7 親族以外の第三者から臓器が提供される場合は、当該施設内の倫理委貞会等の委員会   

において、有償性の回避及び任意性の確保に配慮し、症例ごとに個別に承認を受けるも   

のとすること。   

細則：倫理委員会等の委員会の構成員にドナー・レシピエントの関係者や移植医療の関   

係者を含むときは、これらの者は評決に加わらず、また、外部委員を加えるべきであ  

ること。   

細則：生体腎移植においては、提供者の両腎のうち状態の良いものを提供者に止めるこ   

とが原則とされている。したがって、親族以外の第三者から腎臓が提供される場合に   

おいて、その腎臓が医学的に摘出の必要のない疾患を有するときにも、本項が適用さ  

れる。  

8 疾患の治療上の必要から腎臓が摘出された場合において、摘出された腎臓を移植に用   

いるいわゆる病腎移植については、現時点では医学的に妥当性がないとされている。し   

たがって、病腎移植は、医学・医療の専門家において一般的に受け入れられた科学的原  

則に従い、有効性及び安全性が予測されるときの臨床研究として行う以外は、これを行   

ってはならないこと。また、当該臨床研究を行う者は「臨床研究に関する倫理指針」（平   

成16年厚生労働省告示第459号）に規定する事項を遵守すべきであること。さらに、研   

究実施に当たっての適正な手続の確保、臓器の提供者からの研究に関する問合せへの的   

確な対応、研究に関する情報の適切かつ正確な公開等を通じて、研究の透明性の確保を   

図らなければならないこと。  

第13 組織移植の取扱いに関する事項   

法が規定しているのは、臓器の移植等についてであって、皮膚、血管、心臓弁、骨等   

の組織の移植については対象としておらず、また、これら組織の移植のための特段の法   

令はないが、通常本人又は遺族の承諾を得た上で医療上の行為として行われ、医療的見   

地、社会的見地等から相当と認められる場合には許容されるものであること。   

したがって、組織の摘出に当たっては、組織の摘出に係る遺族等の承諾を得ることが   

最低限必要であり、遺族等に対して、摘出する組織の種類やその目的等について十分な   

説明を行った上で、書面により承諾を得ることが運用上適切であること。   

※ 第12の6及び7の細則については、「臓器の移植に関する法律の運用に関する指針」   

の詳細として、別途、臓器移植対策室長から通知している。   
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国会における臓器の移植に関する法律の一部を改正する法律  

に関する主な垂疑について  

（※ 衆議院本会議及び参議院本会議における中間報告より抜粋）  

○親族への優先提供について  

・公平性の確保という臓器移植法の基本理念に反するのではないかとの意見に対しては、   

臓器移植を待っている身内の方がいる場合、その身内に臓器を提供したいという気持   

ちにも配慮すべきとの観点から、その範囲を親子と配偶者に限定しつつ、親族への優   

先提供を認めることとしたとの答弁。（5ページ参照）  

○小児からの臓器提供について  

・虐待を受けて脳死となった児童からの臓器摘出を防ぐ手だてをどうするのかとの質疑   

に対し、主治医による診察等である程度の防止が図られるが、外部機関への委託等を   

含めた検査の仕組みも考えられるとの答弁。（5ページ参照）  

○意思不明者からの臓器提供について  

・本人の生前の意思が不明であっても家族の承諾で臓器移植を可能とすることとした理   

由は何かとの質疑に対し、身近な家族が本人の意思をそんたくすることが本人の意思   

の尊重につながるものであり、諸外国の立法例でも多くの国が家族の承諾で臓器移植   

を可能としていることから、そのような仕組みにしたとの答弁。（5ページ参照）  

一本人の意思が不明の場合に遺族の承諾による臓器提供を認めるのはなぜかとの質疑に   

対しては、臓器提供数が少ない状況で海外渡航移植や生体間移植が行われているとい   

う現状がある一方で、最近の世論調査の結果等から、家族の承諾で脳死判定、臓器移   

植ができるということにつ 

（10ページ参照）  

○脳死を人の死とすることについて  

・脳死を人の死とすることに社会的合意ができているのかとの質疑に対して、平成四年   

の脳死臨調の最終答申において、脳死を人の死とすることについてはおおむね合意が   

得られており、新聞社の世論調査の結果においても、脳死を人の死と判定してよいと   

の回答が約六割に達しているとの答弁。（4ページ参照）  

一卜   



・「脳死した者の身体」を定義した条文を改正して脳死を人の死と法律で規定しているの  

ではないかとの指摘に対し、法的脳死判定は臓器移植を行う場合に限定されており、  

法的脳死判定については本人または家族が拒否できる仕組みとなっているとの答弁。   

（4～5ページ参照）  

・第六条第二項の脳死した者の身体の定義において、「その身体から移植術に使用される  

ための臓器が摘出されることとなる看であって」との文言を削除したのはなぜかとの  

質疑に対し、脳死は人の死であることについておおむね社会的に受容されているとす   

る脳死臨調の最終答申や近年のアンケート調査の結果を踏まえ、脳死は一般に人の死  

であるとの考え方を前提に、この考え方によりふさわしい表現となるよう文言を削除   

したとの答弁。（10ページ参照）  

○その他の事項について（10ページ参照）  

・第六条第二項の脳死した者の身体の定義の変更が実際に臓器移植にかかわる家族に与   

える影響  

・子どもの意思表示と親の代諾について子どもの年齢に応じたきめ細やかな対応が図ら   

れる必要性  

・被虐待児からの臓器提供を防止する方策  

・長期脳死事例に対する認識  

・臓器提供者の家族に対する心のケアの重要性  

・臓器移植に関して知的障害者等の権利が侵害されないようにすることの重要性  

・生体移植に関する法整備の必要性  

等  

ー2－   



〇
本
日
の
会
摘
に
付
し
た
案
件
 
 
 

厚
生
労
働
委
再
会
に
お
い
て
審
査
中
の
臓
鮨
の
移
他
に
 
 

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
六
 
 

十
四
回
国
会
、
中
山
太
郎
君
外
玉
名
提
出
）
．
臓
辞
 
 

の
移
植
に
関
す
る
法
勧
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
 
 

棄
（
集
百
六
十
四
回
国
会
．
石
井
啓
一
雷
外
一
名
提
 
 

出
）
、
見
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
二
那
を
改
正
 
 

す
る
法
律
妾
（
第
百
六
十
八
回
国
会
、
金
田
誠
一
番
 
 

外
二
名
提
出
）
及
び
城
詰
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
 
 

二
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
根
本
匠
吾
外
六
名
提
出
）
 
 

由
四
稟
に
つ
き
香
旦
長
の
中
間
稚
告
を
求
め
る
の
動
 
 

議
（
谷
公
一
音
程
出
）
 
 
 

臓
器
の
移
他
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
 
 

案
（
第
首
六
十
四
回
国
会
、
中
山
太
郎
召
外
玉
名
提
 
 

出
）
、
臓
器
の
移
植
に
閲
す
ろ
法
律
の
一
部
を
改
正
 
 

す
る
法
律
喪
（
第
百
六
十
四
回
国
会
、
石
井
啓
一
君
 
 

外
一
名
提
出
）
、
臓
器
の
移
植
に
閲
す
る
法
律
の
一
 
 

部
を
改
正
す
る
法
排
寅
（
第
盲
六
十
八
回
国
会
、
金
 
 
 

．
平
成
二
十
一
年
六
月
九
日
（
火
哩
日
）
 
 

○
醐
百
七
三
錮
衆
議
院
会
議
録
 
第
三
十
七
号
 
 
 

明
治
〓
十
五
年
三
月
三
十
一
8
 
 

萌
 
l
ニ
種
 
麒
－
便
∵
柏
二
認
∴
可
 
 

平
成
二
十
一
年
六
月
九
盲
H
血
糀
摘
院
全
潰
録
窮
三
十
七
号
瞞
弼
捌
…
榔
…
…
捌
緋
弼
鰯
醐
輔
弼
挺
脚
弼
瞞
弼
軋
親
機
舘
稲
祁
鮎
班
露
此
謂
机
詔
㌍
諾
幣
翫
㍍
謂
鰐
珊
瑚
 
 
 

平
成
二
十
一
年
六
月
九
日
 
 
 

午
後
一
時
 
本
会
談
 
 

田
誠
一
番
外
二
名
蟻
出
）
及
び
暇
捏
の
拶
仙
に
閲
す
 
 
 

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
帥
棄
（
根
本
匠
君
外
 
 
 

六
名
提
出
）
に
つ
い
て
の
悍
生
労
働
委
且
蛙
の
中
開
 
 
 

報
告
 
 

厚
生
労
働
委
艮
長
の
中
岡
棚
告
に
聞
述
す
る
中
山
太
郎
 
 
 

君
、
石
井
啓
一
百
、
阿
部
知
子
封
及
び
成
木
匠
晋
の
 
 
 

発
雷
 
 

平
成
二
十
 
1
 
年
六
月
九
日
 
 ○

谷
公
一
宅
 
中
間
珊
告
を
戒
め
る
動
捕
を
提
出
い
た
し
 
 

ま
す
。
 
 
 

こ
の
際
、
何
生
労
働
費
艮
会
に
お
い
て
禰
宜
中
の
耶
百
 
 

六
十
四
回
闊
会
、
中
山
太
蝕
君
外
玉
名
提
出
、
臓
毘
の
移
 
 

植
に
閲
す
る
法
紺
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
い
わ
ゆ
 
 

る
A
案
）
、
第
百
六
十
四
回
国
会
．
石
井
啓
一
首
外
一
名
 
 

提
出
．
臓
鹿
の
移
植
に
閲
す
る
法
排
の
一
郎
を
改
正
す
る
 
 

法
緋
案
（
い
わ
ゆ
る
B
案
）
、
第
百
六
十
八
回
囲
会
、
企
田
 
 

誠
一
署
外
二
名
藻
出
、
拭
給
の
抄
帆
に
関
す
る
法
律
の
一
 
 

部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
い
わ
ゆ
る
C
尭
）
及
び
根
本
匠
省
 
 

外
六
名
掘
出
、
畷
粉
の
移
植
に
関
す
る
法
印
の
二
部
を
改
 
 

正
す
る
法
律
嚢
（
い
わ
ゆ
る
D
寮
）
の
四
棄
に
つ
い
て
委
凪
 
 

艮
の
中
間
報
告
を
戎
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
 
 

○
沌
長
（
河
野
洋
平
君
）
 
谷
公
一
君
の
動
縄
に
賛
成
の
沌
 
 

苫
の
起
立
を
求
め
ま
す
．
 
 

（
賛
成
者
起
立
〕
 
 

○
場
長
（
河
野
洋
平
老
）
 
起
立
多
奴
．
よ
っ
て
、
動
縄
の
 
 

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
 
 

午
桂
一
時
二
分
㈹
縄
 
 

○
用
兵
（
河
野
洋
平
君
）
 
こ
れ
よ
り
会
摘
を
閃
き
ま
す
．
 
 

臓
器
の
移
植
に
朋
す
る
法
律
の
一
郎
を
改
正
す
る
法
 
 
 

神
業
（
第
首
六
十
四
回
国
会
．
中
山
太
郎
君
外
五
 
 
 

名
提
出
）
、
腐
器
の
移
植
に
闘
す
る
法
律
の
一
部
 
 

を
改
正
す
る
法
挿
案
（
窮
百
六
十
四
回
国
会
、
石
 
 
 

井
啓
一
宕
外
一
名
捉
出
）
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
 
 
 

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
首
六
十
 
 
 

八
回
国
会
．
金
田
拡
一
書
外
二
名
抜
出
）
及
び
臓
 
 

器
の
移
植
に
関
す
る
涜
神
の
一
部
を
改
正
す
る
法
 
 

律
案
（
根
本
匠
舌
外
六
名
蜂
出
）
に
つ
い
て
の
厚
生
 
 

労
働
委
員
哀
の
中
間
報
告
 
 

0
1
農
兵
（
河
野
洋
平
君
）
 
第
百
六
十
四
回
国
会
、
中
山
太
 
 

郎
管
外
玉
名
提
出
、
帆
船
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
一
部
 
 

を
改
正
す
る
法
律
袈
、
第
首
六
十
四
回
国
会
、
石
井
啓
一
 
 

召
外
一
名
は
出
、
臓
器
の
抄
紙
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
 
 

改
正
す
る
活
用
稟
、
鶴
首
六
十
八
回
脱
会
、
金
田
鱒
二
省
 
 

外
二
名
描
出
、
臓
器
の
拶
他
に
関
す
る
法
緋
の
一
郎
を
改
 
 

正
す
る
法
粗
菓
、
横
木
匠
君
外
六
名
提
出
、
臓
舘
町
移
旭
 
 

に
閲
す
る
法
律
の
一
郎
を
改
正
す
る
法
紬
楽
、
右
四
棄
に
 
 

つ
い
て
厚
生
労
働
黍
艮
良
の
中
間
報
告
を
求
め
ま
す
。
厚
 
 

生
労
働
委
員
造
田
村
憑
久
封
。
 
 

〔
田
村
意
久
雷
管
鳩
〕
 
 

○
田
村
憲
久
君
 
た
だ
い
ま
、
院
構
に
よ
り
ま
し
て
、
中
 
 

山
太
郎
宵
外
五
名
昆
出
の
瞬
甜
の
移
植
に
関
す
る
注
釈
の
 
 

一
部
を
改
正
す
る
法
彿
虫
、
石
井
啓
一
8
外
一
名
抽
出
の
 
 

脱
鼎
の
移
他
に
㈹
す
る
法
紬
の
〓
郡
を
改
正
す
る
法
彿
 
 

案
、
金
田
誠
一
哲
外
二
名
提
出
の
臓
裡
の
移
植
に
閲
す
る
 
 

法
律
の
一
郎
を
改
正
す
る
法
緋
案
及
び
根
本
匠
巻
外
六
名
 
 

提
出
の
撞
楷
の
序
埴
に
閲
す
る
法
練
の
一
触
を
改
正
す
る
 
 

法
律
案
の
各
実
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け
る
 
 

簡
奄
の
中
間
報
告
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
明
和
告
申
 
 

し
上
げ
ま
す
．
 
 
 

戯
初
に
、
各
実
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
御
説
明
l
や
し
上
 
 

げ
ま
す
．
．
 
 
 

ま
ず
、
中
山
替
撞
出
実
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
．
 
 
 

中
山
君
提
出
案
は
、
移
柚
の
た
め
の
脱
線
摘
出
及
び
脳
 
 

死
判
定
た
こ
係
る
埜
件
に
つ
い
て
、
本
人
の
生
駒
の
峨
舘
の
 
 

確
供
等
の
鴬
思
が
不
明
の
場
合
に
、
遺
族
等
が
婁
面
に
よ
 
 



報（号 外）  

り
承
諾
し
た
場
合
を
加
え
る
等
の
措
置
を
榊
じ
よ
う
と
す
 
 

る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
 
 
 

第
一
に
、
移
植
の
た
め
の
臓
豊
満
出
の
要
件
に
つ
い
 
 

て
、
本
人
が
生
前
に
書
面
に
よ
っ
て
臓
詮
の
提
供
意
思
を
 
 

表
示
し
て
い
る
場
合
に
加
え
、
本
人
が
竃
両
に
よ
っ
て
臓
 
 

器
の
提
供
を
拒
否
す
る
意
思
を
表
示
し
て
い
る
以
外
の
場
 
 

合
で
あ
っ
て
、
追
放
が
書
面
に
よ
り
承
諾
し
て
い
る
場
合
 
 

と
す
る
こ
と
、
 
 
 

第
二
に
、
本
人
が
賦
器
提
供
の
意
思
を
表
示
す
る
場
合
 
 

に
お
い
て
、
親
族
に
対
し
て
俺
先
的
に
臓
矩
を
提
供
す
る
 
 

意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
 
 

等
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

次
に
．
石
井
君
提
出
裏
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

石
井
君
提
出
案
は
、
移
植
の
た
め
の
臓
器
の
捷
供
及
び
 
 

脳
死
判
定
に
従
う
意
思
に
つ
い
て
、
十
二
歳
以
上
の
音
が
 
 

意
思
表
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
等
の
措
置
を
班
州
じ
よ
う
 
 

と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
 
 
 

第
一
に
、
死
亡
し
た
者
が
生
存
中
、
移
植
の
た
め
に
臓
 
 

り
表
示
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
旨
の
告
知
を
受
け
た
 
 

詑
を
提
供
す
る
庶
思
を
十
二
歳
に
達
し
た
後
に
書
面
に
よ
 
 
 

退
族
が
拒
ま
な
い
と
き
ま
た
は
遺
族
が
な
い
と
き
は
、
医
 
 

師
は
、
帳
鹿
を
死
体
か
ち
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
 
 

と
す
る
こ
と
、
 
 
 

第
二
に
、
本
人
が
臓
器
提
供
の
意
思
を
表
示
す
る
場
合
 
 

に
串
い
て
、
親
族
に
対
し
て
催
先
的
に
臓
舘
を
提
供
す
る
 
 

意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
 
 

等
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

次
に
、
金
田
君
提
出
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
亡
 
 
 

金
田
君
提
出
実
は
、
臓
器
等
の
移
植
が
、
人
権
の
保
障
 
 

等
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
か
ん
 
 

平
成
二
十
重
ハ
見
日
歪
院
会
描
線
第
＝
書
写
輌
緋
禦
…
猥
猿
鰯
翫
堀
轄
詳
報
㌶
Ⅲ
鋸
謂
詣
如
虹
甜
菜
ル
認
許
謂
 
 

が
み
、
脳
死
の
定
菰
を
改
正
し
、
脳
死
判
定
を
開
始
す
る
 
 

こ
と
が
で
き
る
要
件
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
組
織
移
植
 
 

及
び
生
体
か
ら
の
喋
繰
移
植
の
規
制
を
綱
じ
よ
う
と
す
る
 
 

も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
 
 
 

第
二
に
．
脳
死
の
定
載
を
「
脳
幹
を
含
む
脳
全
体
の
す
 
 

べ
て
の
瑚
能
が
不
可
逆
的
に
喪
失
す
る
こ
と
」
に
改
め
る
 
 

．
こ
と
、
 
 

第
二
に
、
組
織
の
移
帖
に
つ
い
て
は
、
脳
死
を
除
き
、
 
 

死
亡
し
た
者
が
生
存
中
に
、
飢
餓
を
提
供
す
る
意
思
を
評
 
 

面
に
よ
り
表
示
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
遺
族
が
こ
れ
 
 

を
拒
ま
な
い
と
き
等
に
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
．
 
 
 

第
三
に
、
生
体
の
臓
群
移
植
に
つ
い
て
は
、
移
植
対
象
 
 

許
の
配
糾
青
ま
た
は
二
視
野
以
内
の
血
族
が
蟻
舘
を
膵
供
 
 

す
る
意
思
を
憩
面
に
よ
り
表
示
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
 
 

て
、
所
要
の
水
準
を
満
た
じ
た
柄
院
等
が
承
認
す
る
と
き
 
 

に
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
 
 
 

第
四
に
、
子
供
に
つ
い
て
の
臓
器
箪
の
移
植
に
つ
い
て
 
 

は
、
専
門
家
そ
の
他
広
く
国
民
の
意
見
を
求
め
つ
つ
検
肘
 
 

が
加
え
ら
れ
．
必
要
な
捕
閲
が
肘
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
 
 
 

こ
と
 
 

箱
で
あ
り
ま
す
か
 
 
 

揖
後
に
、
棟
木
古
撼
出
実
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

根
本
君
描
出
案
は
、
小
児
の
臓
㍑
捗
仙
を
可
能
と
す
る
 
 

た
め
、
十
五
歳
末
溝
の
許
に
つ
い
て
、
そ
の
死
体
か
ら
の
 
 

臓
提
の
摘
出
及
び
脳
死
判
定
に
係
る
要
件
を
新
た
に
放
け
 
 

る
等
の
摘
隆
を
摘
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
 
 

容
は
、
 
 
 

第
一
に
、
十
五
歳
末
胡
の
音
に
つ
い
て
、
本
人
が
脱
㍑
 
 

の
提
供
牽
拒
否
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
．
追
族
が
こ
 
 

れ
を
掛
面
に
よ
り
承
諾
し
．
か
つ
、
暇
舘
の
摘
出
呼
が
行
 
 

わ
れ
る
病
院
等
に
お
い
て
、
追
抜
に
よ
る
虐
待
が
行
わ
れ
 
 

た
疑
い
が
あ
る
こ
と
等
の
移
植
医
療
の
適
正
を
害
す
る
お
 
 

そ
れ
の
あ
る
事
実
が
な
い
旨
の
確
沈
が
さ
れ
て
い
る
場
 
 

合
、
佐
師
は
、
峨
豊
を
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
 
 

す
る
こ
と
、
 
 
 

第
二
に
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
 
 

施
行
状
況
を
勘
案
し
、
隣
舘
移
植
全
般
に
つ
い
て
検
討
が
 
 

加
え
ら
れ
、
必
要
な
措
鹿
が
誹
ぜ
ら
れ
る
ぺ
き
も
の
と
す
 
 

る
こ
と
 
 

等
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

次
に
、
審
査
経
過
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
．
 
 
 

中
山
召
提
出
衆
及
び
石
井
君
提
出
実
は
、
第
百
六
十
四
 
 

回
国
会
に
提
出
さ
れ
、
第
百
六
十
六
回
国
会
の
平
成
十
九
 
 

年
六
月
二
十
日
に
提
出
暫
中
山
太
郎
君
及
び
斉
藤
鉄
夫
首
 
 

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
提
案
埋
由
の
説
明
を
隠
取
し
ま
し
た
。
ま
 
 

た
、
金
田
古
提
出
案
は
、
第
百
六
十
八
回
国
会
に
提
出
さ
 
 

れ
、
第
百
六
十
九
回
同
会
の
平
成
二
十
年
五
月
九
日
に
提
 
 

出
者
阿
部
知
子
君
か
ら
楳
実
理
由
の
説
明
を
唯
取
し
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

こ
れ
ら
三
乗
に
つ
い
て
は
、
第
百
六
十
六
回
国
会
か
ら
 
 

今
国
会
ま
で
、
本
番
払
会
の
も
と
に
設
推
さ
れ
ま
し
た
愉
 
 

捏
の
移
植
に
閲
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
雀
 
 

充
小
森
机
会
に
お
い
て
、
参
考
人
か
ら
の
意
見
聴
取
及
び
 
 

傍
杖
野
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
．
 
 
 

小
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
．
、
医
療
界
、
法
世
界
、
宗
 
 

教
界
の
方
々
の
ほ
か
、
移
植
を
受
け
ら
れ
た
方
．
御
豪
族
 
 

の
臓
捏
を
膵
供
さ
れ
た
方
、
お
子
様
が
長
川
の
脳
死
状
態
 
 

と
な
っ
た
方
、
さ
ら
に
は
、
世
界
保
健
機
関
の
移
植
医
療
 
 

の
担
当
者
と
い
っ
た
蛸
広
い
分
野
の
方
々
を
参
考
人
と
し
 
 

て
お
招
き
し
、
扱
が
国
に
お
け
る
移
植
医
疲
の
現
状
、
移
 
 

植
医
療
の
評
価
、
小
児
患
者
へ
の
捗
他
に
関
す
る
精
細
 
 

践
、
院
舘
提
供
の
意
思
表
示
年
齢
引
き
下
げ
の
是
非
、
被
 
 

虐
待
児
か
ら
の
臓
器
の
摘
出
の
防
止
策
、
脳
死
を
人
の
死
 
 

と
す
る
社
会
的
合
意
の
有
無
、
親
族
に
対
す
る
僅
先
提
供
 
 

の
是
非
、
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
削
減
に
向
け
た
国
際
的
如
 
 

向
等
に
関
し
て
、
さ
ま
ぎ
ま
な
御
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
 
 
 

本
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
国
会
の
平
成
二
十
1
 
 

年
五
月
二
十
二
日
に
三
ッ
林
小
委
艮
長
か
ら
小
委
凪
会
に
 
 

お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
陥
点
等
の
中
間
報
告
を
惚
敵
い
 
 

た
し
蓋
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
 
 

の
配
付
資
料
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
日
、
今
国
 
 

会
▲
に
提
出
さ
れ
た
根
本
草
根
出
来
に
つ
い
て
、
提
出
者
根
 
 

本
匠
書
か
ら
拉
案
埋
協
の
説
明
を
聴
取
し
ま
し
た
。
そ
の
 
 

後
、
五
月
〓
十
七
日
及
び
六
月
五
日
に
、
各
実
に
つ
い
 
 

て
、
提
出
者
及
び
政
府
に
対
す
る
質
疑
を
行
う
と
と
も
 
 

に
．
五
日
に
つ
い
て
は
番
良
か
ら
の
発
言
が
行
わ
れ
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

次
に
．
各
案
に
つ
い
て
の
質
疑
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
 
 

上
げ
ま
す
。
 
 
 

中
山
君
脱
出
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
脳
死
を
人
 
 

の
死
と
す
る
こ
と
に
社
会
的
合
意
が
で
き
て
い
る
の
か
と
 
 

の
質
疑
に
対
し
て
は
、
平
成
四
年
の
脳
死
臨
調
の
蹟
柊
答
 
 

申
に
お
い
て
、
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
 
 

お
お
む
ね
合
意
が
得
ら
れ
て
お
り
、
新
聞
社
の
世
論
網
査
 
 

の
結
果
に
お
い
て
も
、
脳
死
を
人
の
死
と
判
定
し
て
よ
い
 
 

と
の
回
答
が
約
六
割
に
達
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
 
 

し
た
．
 
 
 

ま
た
、
中
山
君
提
出
案
で
は
、
「
脳
死
し
た
者
の
身
体
」
 
 

を
定
義
し
た
魚
文
を
改
正
し
て
脳
死
を
人
の
死
と
法
緋
で
 
 

規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
に
対
し
て
は
、
 
 

4   



法
的
脳
死
判
定
は
臓
舘
移
肺
を
行
う
喝
合
に
限
定
さ
れ
て
 
 

お
り
、
法
的
脳
死
判
定
に
つ
い
て
は
本
人
ま
た
は
家
族
が
 
 

拒
否
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
 
 

し
た
．
 
 
 

さ
ら
に
、
本
人
の
生
前
の
意
思
が
不
明
で
あ
っ
て
も
家
 
 

族
の
承
諾
で
臓
㍑
移
他
を
可
他
と
す
る
こ
と
と
し
た
埋
由
 
 

は
何
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
身
近
な
家
族
が
本
人
の
 
 

避
思
を
そ
ん
た
く
す
る
こ
と
が
本
人
の
意
思
の
尊
砥
に
つ
 
 

な
が
る
も
の
で
あ
り
、
諸
外
国
の
立
法
例
で
も
多
く
の
国
 
 

が
家
族
の
承
持
で
脱
線
移
描
を
可
能
と
し
て
い
る
こ
と
か
 
 

ち
、
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
 
 

た
．
 
 
 虐

待
を
受
け
て
脳
死
と
克
っ
た
児
琉
か
ら
の
秩
給
摘
出
 
 

を
防
ぐ
手
だ
て
を
ど
う
す
る
の
か
と
の
彗
疑
に
対
し
て
 
 

は
、
主
治
医
に
よ
る
診
察
肇
で
あ
る
程
度
の
防
止
が
図
ら
 
 

れ
る
が
、
外
部
械
関
へ
の
委
託
等
を
含
め
た
検
査
の
仕
組
 
 

み
も
考
え
ら
れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

法
改
正
に
よ
る
脳
死
下
で
の
臓
器
移
概
数
の
増
加
見
込
 
 

み
に
つ
い
て
は
、
あ
る
専
門
家
の
個
人
的
な
意
見
と
し
 
 

て
、
年
間
七
十
か
ら
百
五
十
例
程
度
の
移
植
数
に
な
る
と
 
 

の
見
解
を
示
し
っ
つ
．
待
機
患
者
に
と
っ
て
帝
敬
が
持
て
 
 

る
効
果
が
あ
る
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
 
 

あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

疏
霹
提
供
の
意
思
表
示
に
係
る
粗
族
へ
の
使
先
提
浜
に
 
 

つ
い
て
、
公
平
性
の
確
保
と
い
う
臓
器
移
舶
法
の
基
本
理
 
 

念
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
に
対
し
て
は
、
臓
 
 

器
移
植
を
待
っ
て
い
る
身
内
の
方
が
い
る
場
合
、
そ
の
身
 
 

内
に
威
儀
せ
提
供
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
も
配
慮
す
べ
 
 

き
と
の
粗
点
か
ら
、
そ
の
範
囲
を
親
子
と
配
桝
常
に
限
定
 
 

し
っ
つ
1
 
親
族
へ
の
髄
先
提
供
を
経
め
る
こ
と
と
し
た
と
 
 

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

平
成
二
十
一
年
六
月
九
日
 
衆
摘
院
全
純
綿
第
三
十
七
号
 
 

次
に
、
石
井
苫
捷
出
粟
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
世
 
 

界
俣
配
機
関
に
お
け
る
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
削
減
要
綱
に
 
 

つ
い
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
と
の
竹
疑
に
対
し
て
は
、
内
 
 

閣
府
の
世
論
朋
癒
で
は
、
脳
死
下
で
臓
据
地
肌
を
し
て
も
 
 

よ
い
と
考
え
る
背
は
約
四
割
に
適
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
 
 

沓
の
意
思
を
で
き
る
限
り
生
か
す
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
 
 

り
、
賦
器
抄
細
に
関
す
る
微
音
や
糖
及
啓
発
を
閉
っ
て
移
 
 

咄
を
進
め
る
条
件
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
 
 

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
条
件
が
倣
え
ば
さ
ら
な
る
年
齢
 
 

の
引
き
下
げ
等
が
考
え
ら
れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
蓋
し
 
 

た
。
 
 
 

ま
た
、
十
〓
故
に
な
れ
ば
蛸
詣
板
供
や
脳
死
と
い
う
状
 
 

煙
が
判
断
で
き
る
と
す
る
根
拠
は
何
か
と
の
懐
妊
に
対
し
 
 

て
は
、
中
学
校
に
上
が
る
程
度
の
年
齢
に
な
れ
ば
、
臓
捕
 
 

捉
供
に
つ
い
て
自
己
決
定
で
き
る
子
供
も
い
る
と
考
え
て
 
 

お
り
、
あ
く
ま
で
臓
器
沌
眺
の
悪
思
避
示
を
で
き
る
年
齢
 
 

を
十
二
歳
以
上
に
し
て
、
帳
据
捗
他
の
迫
を
㈹
く
こ
と
と
 
 

し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

暇
推
移
励
汝
の
相
加
の
見
込
み
に
つ
い
て
は
、
十
五
歳
 
 

以
上
の
背
は
、
携
行
性
の
高
い
迎
仮
免
抑
推
称
に
慮
忠
誠
 
 

示
㈱
を
設
け
る
軍
の
甘
及
改
発
を
通
じ
て
相
加
す
る
の
で
 
 

は
な
い
か
、
ま
た
、
十
五
混
米
胡
の
者
に
つ
い
て
は
、
本
 
 

案
に
よ
り
十
二
歳
に
引
き
下
げ
て
も
そ
れ
ほ
ど
相
加
は
し
 
 

な
い
で
あ
ろ
う
が
、
教
育
や
件
及
啓
発
に
よ
り
徐
々
に
ふ
 
 

え
て
い
く
こ
と
空
相
持
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

次
に
、
金
田
君
侵
出
嚢
に
つ
い
て
で
あ
り
宣
す
が
、
瑚
 
 

行
の
脳
死
判
定
親
密
に
脳
血
沌
の
停
止
を
加
え
る
こ
と
と
 
 

し
て
い
る
が
、
脳
血
流
の
停
止
を
碓
鱈
し
た
後
で
も
小
児
 
 

に
お
け
る
妓
州
脳
死
例
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
曹
踵
 
 

に
対
し
て
は
、
脳
血
浦
停
止
の
碓
比
後
に
お
い
て
も
長
州
 
 

生
存
例
は
存
在
す
る
が
、
脳
死
判
定
基
準
の
適
正
化
に
向
 
 

帆
踊
の
け
摘
に
輌
す
る
法
律
の
一
耶
を
改
正
す
る
は
は
雲
Ⅵ
汚
六
十
㈹
 

け
た
取
り
組
み
は
必
要
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
 
 

た
．
 
 
 ま

た
、
無
呼
吸
テ
ス
ト
を
含
め
た
現
行
の
法
的
脳
死
判
 
 

定
基
準
に
沿
っ
た
判
定
を
経
た
長
期
脳
死
例
の
文
献
が
あ
 
 

る
の
か
と
の
督
疑
に
対
し
て
ほ
、
無
呼
吸
テ
ス
ト
を
含
め
 
 

た
三
回
の
法
的
脳
死
判
定
筋
叩
に
沿
っ
た
判
定
が
行
わ
れ
 
 

た
聯
例
で
の
絵
川
生
存
例
が
錯
介
さ
れ
ま
し
た
．
 
 

・
臓
拇
移
抽
洩
の
迎
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
規
定
 
 

さ
れ
て
い
る
組
織
の
嫡
出
や
生
体
か
ら
の
暇
鞘
摘
出
に
つ
 
 

い
て
の
ル
ー
ル
を
法
印
判
鞘
と
し
た
埋
由
は
何
か
と
の
唄
 
 

綻
に
対
し
て
は
、
開
削
の
な
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
こ
 
 

れ
ら
が
遵
守
さ
れ
な
い
相
告
が
あ
る
こ
と
、
生
体
か
ら
の
 
 

臓
拙
摘
出
の
透
明
性
、
公
平
性
の
碓
條
が
世
界
夜
触
櫨
面
 
 

の
耶
定
予
定
の
指
針
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
 
 

緋
叩
瑚
と
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

脳
死
判
定
底
面
を
鵬
密
化
す
る
こ
と
で
拶
他
独
が
現
行
 
 

よ
り
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
軋
様
に
対
し
て
－
ま
、
 
 

基
叩
の
堰
醇
化
で
、
む
し
ろ
脳
死
判
定
の
透
明
性
、
・
公
平
．
 
 

性
が
砧
保
さ
れ
、
同
氏
の
臓
器
捗
他
に
対
す
る
馳
駆
が
進
 
 

み
、
伴
植
扱
が
増
加
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

次
に
、
焼
本
村
描
出
寮
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
脳
 
 

死
を
人
の
死
と
し
な
い
ま
ま
十
五
歳
末
溝
の
子
供
の
脳
死
 
 

判
定
や
臓
器
掩
供
に
つ
い
て
用
に
承
諾
を
求
め
る
こ
と
は
 
 

矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
．
現
に
通
い
決
漸
 
 

を
迫
る
こ
と
に
な
る
の
▲
で
は
な
い
か
と
の
彗
疑
に
対
し
て
 
 

は
、
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
社
会
的
合
点
が
な
い
中
で
、
 
 

本
人
の
畑
叩
茜
な
意
思
衣
示
に
よ
り
脳
死
下
で
の
臓
群
膵
供
 
 

を
眩
め
る
現
行
制
腔
の
枠
組
み
を
硯
さ
ず
、
子
供
の
人
格
 
 

形
成
に
か
か
わ
っ
．
て
き
た
川
が
悪
思
を
代
弁
す
る
仕
組
み
 
 

を
設
け
る
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
、
ま
た
、
規
が
 
 

子
供
の
脳
死
判
定
の
瓶
詰
に
当
た
り
悩
む
こ
と
に
な
る
 
 

因
 
 

踊
の
け
摘
に
輌
す
る
法
律
の
一
仰
 

が
、
中
山
忍
提
出
案
で
も
同
様
の
甘
地
が
生
じ
る
と
の
答
 
 

弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

さ
ら
に
、
峨
鴇
移
机
に
係
る
婆
件
を
十
五
放
で
区
分
す
 
 

る
こ
と
の
横
地
、
国
民
が
そ
の
説
明
を
埋
脾
で
き
る
か
と
 
 

の
賀
疑
に
対
し
て
は
、
民
法
上
の
追
号
可
能
年
肺
を
参
考
 
 

に
し
て
い
右
現
行
桐
塵
の
枠
組
み
を
相
関
し
て
い
る
と
の
 
 

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

虐
待
を
受
け
た
児
重
か
ら
の
耀
舘
摘
出
を
防
ぐ
手
だ
て
 
 

に
つ
い
て
は
、
兜
輯
虐
待
防
止
法
に
基
づ
く
虐
待
防
止
の
 
 

手
引
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
ヒ
よ
る
碓
招
耶
を
想
定
し
て
い
 
 

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
柄
随
時
に
設
け
ら
れ
る
第
三
者
香
柏
会
の
㈹
成
 
 

は
ど
う
な
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
主
拍
嘩
判
 
 

定
医
以
外
の
医
療
従
軍
背
や
弁
鳩
士
等
が
想
定
さ
れ
る
と
 
 

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

臓
狸
提
供
に
略
し
て
の
親
族
へ
の
億
先
規
供
を
披
け
な
 
 

い
埋
由
は
何
か
と
の
呵
疑
に
対
し
て
は
、
現
行
法
の
姑
木
 
 

槌
念
で
あ
る
移
植
撒
会
の
公
平
性
の
舐
侃
に
反
す
る
た
め
 
 

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

臓
器
抒
怖
放
の
相
加
見
込
み
に
つ
い
て
は
、
数
臆
で
答
 
 

え
る
こ
と
は
閣
軋
で
あ
る
が
、
新
た
に
道
が
聞
か
れ
る
十
 
 

五
歳
末
湖
の
片
に
つ
い
て
、
急
激
な
移
植
致
の
増
加
は
見
 
 

込
ま
れ
な
い
と
撃
ス
て
お
り
、
十
五
歳
以
上
の
者
を
含
 
 

め
、
撒
行
性
の
満
い
運
転
免
許
証
惣
に
悪
思
裁
示
欄
を
投
 
 

け
る
等
の
普
及
皆
沌
を
通
じ
て
ふ
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
 
 

す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
蓋
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
政
府
に
対
し
て
は
．
小
児
め
救
急
医
槻
体
制
、
 
 

特
に
鴨
症
鮫
密
の
た
め
の
小
児
鵜
中
治
硬
嚢
を
盤
僻
す
る
 
 

必
要
性
、
ま
た
、
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
等
に
よ
る
膀
鰹
の
擢
供
 
 

点
思
の
来
示
機
会
の
拡
充
や
臓
照
移
抽
に
閲
す
る
国
民
の
 
 

理
解
を
深
め
る
必
要
性
、
さ
ら
に
は
、
小
児
の
臓
謂
移
細
 
 

l  
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に
つ
い
て
道
が
㈹
か
れ
た
場
合
の
小
児
科
医
を
初
め
と
す
 
 

る
医
娠
現
職
に
対
す
る
支
援
の
方
策
等
に
つ
い
て
質
疑
が
 
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

な
お
、
六
月
五
日
に
は
、
各
秦
に
つ
い
て
、
各
委
員
の
 
 

発
音
の
嶋
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
実
に
対
す
る
賛
否
の
表
 
 

明
の
は
か
、
人
の
生
死
に
か
か
わ
る
帳
悍
移
植
の
印
l
題
に
 
 

つ
い
て
は
す
べ
て
の
耗
員
が
議
論
し
て
判
断
す
べ
き
と
の
 
 

意
見
、
現
行
法
の
成
立
か
ら
十
二
年
が
描
過
し
て
い
る
こ
 
 

と
か
ら
今
国
会
に
お
い
て
結
論
を
出
す
の
が
国
会
の
責
柘
 
 

で
あ
る
と
の
意
見
、
臓
器
移
他
に
閲
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
珊
 
 

題
を
整
理
す
る
た
め
に
梢
並
箇
縄
を
求
め
る
廠
鼠
な
ど
．
 
 

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
炎
明
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

最
後
に
一
首
申
し
上
げ
ま
す
が
、
項
行
の
映
舘
移
植
法
 

で
は
、
法
施
行
後
、
三
年
を
目
途
に
検
討
す
る
こ
と
と
さ
 
 

れ
な
が
ら
、
既
に
十
一
年
余
り
が
綴
過
し
て
お
り
ま
す
．
 
 

こ
の
間
、
四
つ
の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
原
生
労
働
委
員
 
 

会
に
お
き
ま
し
て
は
、
真
剣
な
ほ
臨
が
行
わ
れ
て
ま
い
り
 
 

ま
し
た
が
、
結
ぬ
を
妹
約
す
る
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
．
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
以
上
の
放
置
は
立
法
府
と
し
て
許
 
 

さ
れ
ま
せ
ん
。
今
国
会
で
何
ら
か
の
結
論
を
出
す
こ
と
 
 

が
、
我
々
本
院
溝
鼠
に
与
え
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
考
え
 
 

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

ま
た
、
臓
器
移
植
を
め
ぐ
る
開
通
は
、
個
々
人
の
倫
理
 
 

睨
等
が
囲
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
識
艮
各
位
の
偵
並
な
判
 
 

断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
 
 

す
．
 
 
 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
槻
詳
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
 
 

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
各
実
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
 
 

と
い
た
し
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 
 

平
成
二
十
一
年
六
月
九
日
 
衆
議
院
会
沌
録
第
三
十
七
号
 
将
生
労
働
重
民
長
の
中
間
細
岱
に
㈲
適
す
る
中
山
太
郎
署
、
石
井
啓
一
君
、
．
阿
部
知
子
署
及
び
根
本
旺
君
の
発
雷
 
 

厚
生
労
働
重
点
扁
の
中
間
報
告
に
関
連
す
る
中
山
太
 
 

郎
書
、
石
井
啓
一
宅
、
阿
部
知
子
君
及
び
根
本
匠
 
 

若
の
発
言
 
 

○
班
長
（
河
野
洋
平
署
）
 
た
だ
い
麦
の
即
生
労
働
委
且
長
 
 

の
中
間
報
告
に
㈹
述
し
て
、
四
実
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
 
 

発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
順
次
こ
れ
を
絆
し
ま
 
 

す
．
中
山
太
郎
君
．
 
 

〔
中
山
太
郎
君
丑
規
〕
 
 

○
中
山
太
郎
君
 
A
寮
提
出
者
の
中
山
太
餌
で
ご
ざ
い
ょ
 
 

す
．
 
 
 峨

舘
捗
帥
に
閲
し
ま
し
て
、
現
行
の
臓
韓
移
櫨
法
加
成
 
 

立
し
ま
し
て
か
ら
、
は
や
十
一
年
余
り
が
経
過
し
て
、
現
 
 

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
臓
㍑
抄
紙
を
受
け
 
 

な
け
れ
ば
助
か
ら
な
い
多
く
の
患
者
た
ち
、
と
り
わ
け
、
 
 

園
内
で
移
植
が
経
め
ら
れ
て
い
な
い
小
児
の
患
智
が
甑
外
 
 

に
経
っ
て
移
植
を
受
け
る
状
地
が
挽
き
、
今
日
ま
で
、
総
 
 

数
首
二
名
に
上
っ
て
お
り
ま
す
．
今
後
は
、
昨
年
五
月
に
 
 

イ
ス
タ
ン
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
国
際
移
植
学
会
に
お
 
 

い
て
、
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
．
ま
た
、
海
外
に
お
け
る
移
捕
 
 

と
い
う
も
の
の
た
め
に
渡
航
す
る
と
い
う
こ
と
は
国
際
的
 
 

に
組
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
 
 

れ
が
W
H
O
に
報
告
さ
れ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

私
た
ち
が
提
案
い
た
し
ま
し
た
改
正
案
は
、
国
暇
的
に
 
 

ほ
と
ん
ど
の
凶
で
認
め
ら
れ
て
お
り
．
本
人
意
思
が
不
明
 
 

な
場
合
で
あ
っ
て
も
家
族
の
承
絹
に
よ
り
臓
器
伊
仙
を
可
 
 

能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
小
児
の
臓
綜
移
 
 

他
の
道
も
胴
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
 

一
方
で
、
脳
死
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
家
族
が
拒
否
す
 
 

る
道
も
き
ち
ん
と
附
か
れ
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

家
族
が
臓
批
移
地
を
承
諾
し
、
第
一
回
目
の
法
的
脳
死
 
 

判
定
に
よ
り
脳
死
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
後
、
そ
の
後
の
 
 

第
二
回
目
の
法
的
脳
死
判
定
の
隙
に
家
族
が
暇
課
提
供
を
 
 

拒
否
し
た
場
合
に
は
、
た
と
え
脳
托
と
判
定
さ
れ
て
お
り
 
 

ま
し
て
も
臓
滑
捗
植
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
 
 

和
合
、
そ
の
悪
者
ほ
医
額
保
険
に
よ
っ
て
治
墟
を
引
き
続
 
 

き
質
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
 
 

現
在
、
A
、
8
、
C
、
D
の
各
稟
が
溝
論
さ
れ
て
お
 
 

り
、
私
ど
も
の
A
某
に
対
し
て
さ
主
ざ
ま
な
叔
見
が
ご
ざ
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

私
は
、
今
日
の
日
本
の
脳
・
補
職
混
糸
の
、
権
威
の
あ
 
 

る
、
塙
高
槻
関
で
あ
る
国
立
補
職
㌍
柄
セ
ン
タ
ー
の
楠
木
 
 

信
夫
組
長
か
ら
＃
憫
を
招
か
っ
て
ま
い
り
ょ
し
た
が
、
そ
 
 

れ
を
こ
の
槻
会
に
本
会
溝
の
捕
職
を
通
じ
て
同
氏
の
皆
様
 
 

方
に
お
知
ら
せ
を
し
た
い
と
思
い
王
す
。
 
 
 

な
お
、
絹
本
先
生
は
．
セ
ン
タ
ー
総
長
に
就
任
さ
れ
る
 
 

前
は
京
都
大
学
医
学
部
の
脳
神
様
外
科
教
授
で
、
最
も
多
 
 

く
脳
死
を
診
断
さ
れ
る
立
柏
に
あ
っ
た
方
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

「
脳
死
捕
抽
に
閲
す
る
問
閥
点
」
、
こ
れ
が
表
題
で
ご
ざ
 
 

い
ま
す
が
．
平
成
二
十
「
年
六
月
二
日
、
国
立
循
環
豊
病
 
 

セ
ン
タ
ー
総
長
楠
木
臆
夫
で
野
か
れ
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

臓
器
拶
触
法
に
閲
述
し
て
、
脳
死
を
め
ぐ
る
浦
論
が
混
 
 

乱
を
し
て
い
る
。
脳
死
と
い
う
蘭
森
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
 
 

が
、
時
と
場
合
と
托
宵
密
に
よ
っ
て
簸
な
っ
て
い
る
こ
と
 
 

に
原
因
が
あ
る
と
考
え
る
．
す
な
わ
ち
、
脳
死
状
娃
と
、
 
 

臨
珠
的
脳
死
と
、
法
的
脳
死
判
淀
で
診
断
さ
れ
た
脳
死
の
 
 

三
省
が
、
混
同
し
て
あ
る
い
は
す
り
か
え
ら
れ
て
脳
死
と
 
 

し
て
純
綿
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
．
 
 
 

臓
墨
を
提
供
す
る
と
き
だ
け
脳
死
が
人
の
死
で
あ
る
と
 
 

い
う
現
在
の
成
果
移
仙
法
の
も
と
で
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
 
 

ダ
ー
ド
の
死
の
定
推
に
も
混
乱
の
原
因
が
あ
る
が
、
こ
の
 
 

場
合
の
脳
死
は
、
あ
く
ま
で
も
法
的
脳
死
判
定
を
さ
れ
た
 
 

陵
の
脳
死
で
あ
る
．
 
 
 

現
在
の
瞳
器
移
亜
法
あ
る
い
は
A
か
ら
D
案
の
ど
れ
に
 
 

お
き
ま
し
て
も
、
親
床
的
脳
死
は
法
的
に
死
で
は
あ
り
ま
 
 

せ
ん
．
し
た
が
っ
て
．
治
戒
が
申
晰
さ
れ
た
り
死
亡
を
宜
 
 

告
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
も
な
い
。
臓
舘
捉
供
町
対
象
で
 
 

も
な
い
。
脳
死
を
人
の
死
と
し
て
は
め
な
い
人
た
ち
の
患
 
 

思
が
無
視
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
．
 
 
 

法
的
脳
死
は
、
蝕
成
約
脳
死
診
断
が
な
さ
れ
た
経
で
、
 
 

二
回
の
法
的
脳
死
判
鑑
検
査
を
行
っ
て
な
さ
れ
る
鵬
奮
な
 
 

も
の
で
あ
る
。
臓
器
抄
紙
を
前
提
に
し
た
場
合
に
の
み
家
 
 

族
の
同
点
を
得
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
 
 

が
っ
て
．
臓
器
移
植
の
対
象
と
な
ら
な
い
十
五
議
未
満
の
 
 

患
者
に
対
し
て
は
、
▼
法
的
脳
死
判
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
 
 

な
い
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
十
五
歳
未
満
の
脳
死
患
者
に
閲
す
る
こ
れ
 
 

ま
で
の
摘
陥
は
、
脳
死
状
態
あ
る
い
は
臨
味
的
に
脳
死
と
 
 

判
断
さ
れ
た
患
者
に
つ
い
て
で
あ
り
、
法
的
判
定
に
よ
っ
 
 

て
脳
死
と
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
 
 
 

小
児
の
脳
死
判
定
に
頂
重
さ
が
必
菓
な
こ
と
に
光
臨
は
 
 

な
い
が
．
法
的
脳
死
判
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
と
い
 
 

う
中
央
は
．
議
論
を
進
め
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
．
 
 
 

理
解
が
混
乱
す
る
原
医
は
、
臨
床
的
脳
死
と
い
う
菖
範
 
 

が
、
あ
く
ま
で
も
瞳
鰐
移
植
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ー
1
1
で
法
的
 
 

脳
死
判
定
を
行
う
た
め
に
出
で
き
た
首
褒
で
あ
る
と
い
う
 
 

こ
と
に
も
あ
る
。
疏
床
的
脳
死
診
断
に
は
無
呼
吸
テ
ス
ト
 
 

が
不
要
で
あ
る
が
、
法
的
脳
死
判
定
に
は
無
呼
吸
テ
ス
ト
 
 

が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
〓
回
判
定
テ
ス
ト
を
す
る
必
要
 
 

が
あ
る
．
臨
床
的
脳
死
は
、
臨
床
現
場
に
お
い
て
医
師
が
 
 

神
経
学
的
所
見
な
ど
か
ら
脳
死
と
判
断
す
る
基
準
と
変
わ
 
 

ら
な
い
．
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○
本
日
の
金
塊
に
付
し
た
案
件
 
 

一
、
日
程
第
一
よ
り
第
四
ま
で
 
 
 

t
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
審
査
中
の
院
韮
の
移
 
 
 

隠
に
㈲
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
維
案
及
び
 
 

○
沌
坤
日
程
 
第
三
十
七
琴
 
 
 

平
成
〓
十
一
年
七
月
十
日
 
 

午
前
十
時
開
講
 
 
 

第
l
 
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
道
蝕
鹿
の
回
 
 
 

避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
ブ
ル
ネ
 
 
 

イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
と
の
問
の
協
定
の
締
結
に
つ
 
 
 

い
て
承
諾
を
求
め
る
の
件
（
衆
誠
院
送
付
）
 
 

第
二
 
所
得
に
対
す
る
租
税
に
閲
す
る
二
東
経
税
の
回
 
 
 

避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
間
と
カ
ザ
フ
ス
 
 
 

タ
ン
共
和
国
と
の
間
の
条
約
 

を
求
め
る
の
件
（
衆
拝
院
送
付
）
 
 

第
三
 
ク
ラ
ス
タ
！
常
客
の
製
造
の
盈
止
及
び
所
持
の
 
 
 

規
制
等
に
関
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
荻
誠
院
送
 
 
 

付
）
 
 

第
四
 
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
特
定
原
産
地
証
明
皆
 
 
 

の
発
給
時
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
 
 
 

案
（
内
聞
提
出
、
衆
議
院
送
付
）
 
 

平
成
二
十
一
年
七
月
十
日
（
金
曜
日
）
 
 

午
前
十
時
二
分
冊
詫
 
 

○
醐
盲
七
三
銅
参
議
院
会
議
録
第
三
十
七
号
 
 

平
竺
十
左
七
月
古
参
法
院
会
譜
竺
十
毒
鮒
用
詣
㌶
舶
用
猷
棚
㌶
忙
冊
謂
の
同
選
び
脱
悦
の
班
の
た
め
の
日
本
偶
と
プ
″
ネ
イ
・
グ
ル
サ
ラ
・
ム
岡
と
の
聞
の
楚
の
綿
 
 
 

明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
 
鞘
三
確
 

轟
作
物
認
可
 
 

平
成
二
十
一
年
七
月
十
日
 
 

に
閲
す
る
検
討
軍
そ
の
他
適
正
な
捗
浦
佐
轍
の
確
保
 
 
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
問
す
る
法
律
案
の
中
 
 
 

の
勅
城
（
小
川
勝
也
召
外
l
一
名
提
出
）
 
 

「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
二
部
を
改
正
す
る
 
 
 

法
律
裟
及
び
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
暇
舘
の
移
購
 
 

間
紬
告
 
 

「
中
間
報
告
が
あ
っ
た
瞬
忍
の
移
植
に
関
す
る
法
律
 
 
 

の
二
部
を
改
正
す
る
法
律
基
及
び
子
ど
も
に
係
る
脳
 
 

死
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
植
村
写
そ
の
他
適
正
 
 

な
移
植
医
痴
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
l
こ
 
 

閲
す
る
法
律
妾
は
、
議
院
の
会
描
に
お
い
て
匪
ち
に
 
 

審
議
す
る
こ
と
の
動
溝
（
小
川
暇
也
古
外
二
名
描
出
）
 
 

て
 
臓
器
の
捗
他
に
関
す
る
法
律
の
一
郎
を
改
正
す
る
 
 

法
律
嚢
（
東
浦
院
掘
出
）
 
 

「
子
ど
も
に
係
る
脳
死
放
び
臓
冶
の
詩
賦
に
関
す
る
 
 

検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
鵬
医
療
の
確
保
の
た
め
の
 
 

検
討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
宴
（
千
東
京
千
首
 
 

外
八
毛
先
溝
）
 
 

子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
膜
捏
の
移
植
に
㈲
す
る
柏
 
 

対
等
そ
の
他
適
正
な
移
抽
医
療
の
確
保
の
た
め
の
検
 
 

討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
棄
に
つ
い
て
、
速
や
 
 

か
に
帽
生
労
働
重
ね
長
の
中
開
報
告
を
求
め
る
こ
と
 
 

〔
相
葉
魯
沖
也
君
登
旭
、
拍
手
〕
 
 

○
榛
来
賓
沖
也
君
 
た
だ
い
ま
絹
地
と
な
り
ま
し
た
魚
約
 
 

二
伸
に
つ
き
ま
し
て
、
外
交
防
鞘
香
艮
会
に
お
け
る
藩
査
 
 

の
組
過
と
轟
黒
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
．
 
 
 

ブ
ル
ネ
イ
と
の
租
税
協
定
及
び
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の
粛
l
 
 

税
条
約
は
、
い
ず
れ
も
我
が
脚
と
両
国
と
の
咽
で
珊
悦
掩
 
 

を
調
整
す
る
も
の
で
あ
り
、
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
 
 

る
二
飛
潮
規
の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
に
つ
い
て
定
め
る
 
 

と
と
も
に
、
配
当
、
利
子
及
び
使
用
料
ヒ
対
す
る
源
泉
血
 
 

固
脾
規
の
限
度
税
率
時
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
 
 

す
。
 
 
 

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
件
を
一
括
し
て
溝
題
と
 
 

し
、
我
が
国
と
の
経
済
交
流
の
現
状
と
租
税
条
約
締
結
の
 
 

経
済
効
果
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の
問
に
お
け
る
他
用
科
の
 
 

○
ほ
長
（
江
田
五
月
宅
）
 
こ
れ
よ
り
会
縄
を
明
き
ま
す
。
 
 
 

日
程
第
一
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
 
 

の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
ブ
ル
ネ
 
 

イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
同
と
の
問
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
 
 

承
盟
を
求
め
る
の
件
 
 
 

日
程
第
二
 
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
 
 

の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
カ
ザ
フ
ス
 
 

タ
ン
共
和
国
と
の
間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
疏
ほ
を
褒
 
 

め
る
の
件
 
 

（
い
ず
れ
も
衆
通
院
送
付
）
 
 
 

以
上
両
件
を
一
括
し
て
純
増
と
い
た
し
ま
す
．
 
 
 

ま
ず
、
委
員
長
の
摘
告
を
求
め
ま
す
．
外
交
防
砺
黍
n
 
 

長
嶋
華
鈷
津
也
宵
。
 
 

〔
腑
在
紬
皆
び
及
び
班
塞
は
木
け
末
尾
に
川
嶋
‥
一
 
 

○
強
長
（
江
田
五
月
君
）
 
こ
れ
よ
り
両
件
を
一
括
し
て
採
 
 

決
い
た
し
ま
す
．
 
 
 

両
件
の
粍
否
に
つ
い
て
、
投
票
ボ
タ
ン
を
お
押
し
鵬
い
 
 

ま
す
．
 
 

〔
投
砦
冊
始
〕
 
 

0
1
級
長
（
江
田
五
月
君
）
 
間
も
な
く
投
諏
を
終
了
い
た
し
 
 

ま
す
。
 
－
 
こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
．
 
 

〔
投
増
結
7
】
 
 

○
沌
長
へ
江
田
五
月
宅
）
 
投
票
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
 
 

す
．
 
 よ

っ
て
、
両
件
は
承
認
す
る
こ
と
に
決
し
ま
ん
た
．
 
 

（
拍
車
）
 
 

源
泉
他
国
細
椀
種
減
の
娃
非
、
対
カ
ザ
フ
ス
タ
、
／
経
済
支
 
 

接
の
体
制
強
化
等
に
つ
い
て
督
雉
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
 
 

詳
細
は
会
純
化
叩
に
よ
っ
て
御
承
知
斬
い
ま
す
．
 
 
 

明
権
を
終
え
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
 
 

産
党
の
井
上
重
民
よ
り
、
両
件
に
反
対
す
る
悟
の
眉
見
が
 
 

述
べ
ら
れ
麦
し
た
。
 
 
 

次
い
で
、
臓
攻
城
決
の
結
集
、
条
約
二
件
は
い
ず
れ
も
 
 

多
数
を
も
っ
て
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
 
 

た
．
 
 
 以

上
、
御
用
告
申
し
上
げ
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 

投
諏
総
数
 
 

持
戒
 
 

反
対
 
 

〔
投
砦
＃
氏
名
は
本
号
末
尾
に
柑
糀
〕
 
 

二
百
t
一
十
ニ
 
 

ー
一
百
十
五
 
 

七
 
 

7  



〔
櫻
井
充
君
登
場
、
柏
手
〕
 
 

○
糎
井
充
看
 
た
だ
い
ま
溝
逓
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
 
 

に
つ
き
ま
し
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
 
 

げ
麦
す
．
 
 
 

ま
ず
㌧
 
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
 
 

規
制
等
に
関
す
る
法
緋
秦
は
、
一
般
市
民
が
不
発
弾
な
ど
 
 

に
よ
り
甚
大
な
披
荘
を
受
け
て
き
た
ク
ラ
ス
タ
ー
邦
を
規
 
 

制
す
る
た
め
、
平
成
二
十
年
五
月
に
採
択
さ
れ
た
ク
ラ
ス
 
 

タ
・
－
弾
に
閲
す
る
条
約
の
適
純
な
実
施
を
担
保
す
る
た
 
 

め
、
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
規
制
 
 

等
の
措
肪
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
亡
 
 
 

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
我
が
国
が
非
締
約
国
の
条
 
 

約
へ
の
参
加
を
撒
樋
的
に
働
き
か
け
る
必
要
性
、
ク
ラ
ス
 
 

タ
ー
弾
の
所
持
の
状
況
及
び
廃
業
過
擾
を
公
開
す
る
必
要
 
 

性
等
に
つ
い
て
凰
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
 
 

会
報
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
麦
す
．
 
 
 

質
疑
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
．
本
法
律
実
は
全
会
t
 
 

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
 
 

○
随
長
へ
江
田
五
月
君
）
 
日
程
第
三
・
ク
ラ
ス
タ
1
弾
等
 
 

の
製
造
の
嫁
止
及
び
所
持
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
案
 
 
 

日
程
第
四
 
経
済
迎
挽
協
定
に
基
づ
く
特
定
原
産
地
証
 
 

明
啓
の
発
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
缶
を
改
正
す
る
法
律
 
 

案
 
 （

い
ず
れ
も
内
閣
提
出
、
衆
は
院
送
付
）
 
 
 

以
上
両
案
を
一
括
し
て
議
胞
と
い
た
し
王
す
。
 
 
 

王
ず
、
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。
経
済
産
菜
香
ほ
 
 

長
櫻
井
充
君
。
 
 

平
成
二
十
至
月
古
参
琵
会
読
筆
書
号
．
結
締
紺
咽
棚
腑
㈹
摘
掴
…
弼
溜
瑚
戦
…
腑
醐
附
難
…
棚
榊
粘
さ
爛
脚
…
…
珊
瑚
脚
‰
弼
捌
猟
…
禰
睨
誹
柵
…
糊
㍑
㈹
捌
佃
撞
瑚
折
指
摘
弼
㌫
掴
掴
 
二
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
仔
細
匡
噴
の
丑
保
の
た
め
の
絶
対
及
び
検
証
笥
に
明
†
ろ
法
律
塞
の
中
間
用
告
 
 

〔
審
査
報
告
書
及
び
議
案
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕
 
 

○
沌
長
（
江
田
五
月
君
）
 
こ
れ
よ
り
両
棄
を
一
指
し
て
採
 
 

決
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

両
泰
の
韓
否
に
つ
い
て
、
投
票
ボ
タ
ン
を
お
押
し
願
い
 
 

ま
す
ー
 
 〔

投
叫
机
購
始
〕
 
 

○
班
長
（
Ⅱ
田
五
月
君
）
 
間
も
な
く
投
票
を
捨
了
い
た
し
 
 

王
す
．
 
－
 
こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
 
 

〔
投
票
終
了
〕
 
 

し
ま
し
た
。
 
 
 

次
に
、
経
済
連
状
協
定
に
逓
づ
く
特
定
原
産
地
証
明
婁
 
 

の
発
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
 
 

は
、
日
本
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の
自
由
な
貿
易
及
び
 
 

経
済
上
の
辿
撒
に
閲
す
る
協
定
の
適
確
な
粟
施
を
確
保
す
 
 

る
た
め
、
経
済
産
其
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
輸
出
者
が
自
 
 

ら
原
産
地
旺
明
野
を
作
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
を
創
 
 

設
す
る
等
の
招
岨
を
洞
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
 
 

す
。
 
 
 

委
n
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
貿
易
自
由
化
の
度
合
い
が
 
 

商
い
経
済
迎
班
協
定
の
締
結
を
二
国
間
、
多
同
閏
で
推
進
 
 

し
て
い
く
た
め
の
今
後
の
方
針
、
特
定
原
産
地
証
明
蓮
の
 
 

円
滑
な
発
給
に
向
け
て
の
支
建
策
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
 
 

わ
れ
ま
し
た
が
．
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
ホ
知
 
 

新
い
ま
す
。
 
 
 

彗
疑
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
姦
は
全
会
一
 
 

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
 
 

し
ま
し
た
。
 
 
 

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
講
を
行
い
ま
し
 
 

た
．
 
 
 以

上
、
御
組
告
申
し
上
げ
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 

○
誠
長
（
江
田
五
月
君
）
 
こ
れ
よ
り
本
動
漬
の
採
決
を
い
 
 

た
し
ま
す
．
 
 
 

本
則
拭
の
米
否
に
つ
い
て
、
投
票
ボ
タ
ン
を
お
押
し
願
 
 

い
ま
す
仁
 
 

〔
投
椚
耶
開
始
〕
 
 

○
班
長
（
江
田
五
月
君
）
 
小
川
勝
也
苗
外
二
名
か
ら
、
娃
 
 

成
鶉
を
得
て
、
 
 
 

厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
審
査
中
の
臓
器
の
移
植
に
 
 

潤
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
子
ど
も
に
 
 

係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
 
 

正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
た
め
の
倹
討
及
び
検
旺
等
に
関
 
 

す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
厚
生
労
働
委
員
長
の
 
 

中
間
報
告
を
嵩
め
る
こ
と
の
動
痛
が
捷
出
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
際
、
日
毘
に
追
加
し
て
、
本
動
議
を
議
題
と
す
る
 
 

こ
と
に
つ
い
て
お
摺
り
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

こ
れ
に
腔
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。
 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕
 
 

○
班
長
（
江
田
五
月
君
）
 
過
半
放
と
認
め
ま
す
。
 
 
 

よ
っ
て
．
本
動
捕
を
摘
埋
と
い
た
し
ま
す
。
 
 

よ
っ
て
、
両
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
 
 

た
t
 
（
拍
手
）
 
 

○
沌
長
（
江
田
五
月
葛
）
 
投
票
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
 
 

す
。
 
 

投
栗
総
数
 
 

賛
成
 
 

反
対
 
 

〔
投
票
者
氏
名
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕
 
 

二
百
二
十
二
 
 

二
百
二
十
二
 
 

〇
 
 

○
班
長
（
江
田
五
月
君
）
 
こ
れ
よ
り
、
臓
器
の
移
植
に
関
 
 

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
子
ど
も
に
係
 
 

る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
附
す
る
検
討
写
そ
の
他
適
正
 
 

な
移
植
医
銀
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
関
す
 
 

る
法
律
案
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
委
員
長
の
中
間
報
告
を
 
 

求
め
ま
す
ー
厚
生
労
働
委
員
良
辻
嚢
私
署
。
 
 

〔
辻
迩
弘
習
璧
旭
、
拍
手
〕
 
 

○
辻
泰
弘
老
 
嬢
嵩
の
移
捕
に
槻
す
る
法
律
の
〓
郡
を
改
 
 

正
す
る
韓
律
稟
及
び
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
舘
の
移
 
 

植
に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
 
 

た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
閲
す
る
法
彿
案
に
閲
し
、
悍
 
 

生
労
働
委
員
長
と
し
て
、
委
n
会
に
お
け
る
現
在
ま
で
の
 
 

審
査
状
況
に
つ
き
ま
し
て
、
中
間
報
告
を
申
し
上
げ
ま
 
 

す
。
 
 
 

現
行
の
減
舘
の
移
植
に
関
す
る
法
律
は
、
内
閣
稔
埋
大
 
 

臣
の
諮
問
織
閑
と
し
て
総
埋
府
に
股
鐙
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
 
 

脳
死
臨
調
の
平
成
四
年
1
．
月
の
答
申
を
憎
ま
え
．
平
成
八
 
 
 

○
組
長
（
江
田
五
月
宕
）
 
間
も
な
く
投
票
を
精
了
い
た
し
 
 

ま
す
．
－
 
こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
 
 

〔
投
票
終
了
〕
 
 

○
沌
長
（
江
田
五
月
宅
）
 
投
偶
の
括
某
を
報
告
い
た
し
ま
 
 

す
。
 
 

よ
っ
て
、
本
動
議
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

投
薬
総
数
 
 

賛
成
 
 

反
対
 
 
 

〔
投
票
者
氏
名
は
本
号
末
尾
に
相
磯
〕
 
 



以
外
の
二
人
以
上
の
医
師
の
判
断
の
一
致
に
よ
っ
て
行
わ
 
 

れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
第
五
項
及
び
聖
ハ
項
に
お
い
 
 

て
、
判
定
医
は
判
定
の
証
明
怨
を
作
成
し
、
臓
豊
の
揃
出
 
 

に
は
、
事
前
に
証
明
帯
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ち
な
 
 

い
こ
と
な
ど
の
修
正
等
を
加
え
て
．
平
成
九
年
六
月
十
七
 
 

日
に
参
歳
院
本
会
議
に
お
い
て
轄
正
拭
決
さ
れ
、
衆
捕
院
 
 

に
回
付
の
壊
．
同
日
、
六
月
十
七
日
の
災
城
慌
＊
会
議
に
 
 

お
い
て
同
意
を
経
て
成
立
し
、
同
年
十
月
十
六
日
に
施
行
 
 

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
．
 
 
 

ま
た
、
項
行
法
で
は
、
附
則
に
お
い
て
、
法
施
行
後
三
 
 

年
を
目
途
と
し
て
．
そ
の
全
般
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
 
 

れ
、
必
要
な
措
置
が
請
ぜ
ら
れ
る
ぺ
き
．
と
さ
れ
て
お
り
ま
 
 

す
が
、
法
改
正
に
至
ら
な
い
ま
ま
、
施
行
後
十
一
年
以
上
 
 

を
経
て
今
日
を
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
t
 
 
 

次
に
、
両
案
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
 
 

ま
す
。
 
 

こ
の
い
わ
ゆ
る
中
山
秦
は
、
脳
死
を
人
の
死
で
あ
る
こ
 
 

と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
平
成
九
年
四
月
二
十
四
日
に
 
 

衆
議
院
で
可
決
さ
れ
、
参
読
院
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
が
、
 
 

参
議
院
に
お
い
て
は
、
阻
死
に
関
す
る
様
々
な
茸
見
が
あ
 
 

る
こ
と
に
配
慮
し
、
現
行
法
の
第
六
条
第
t
一
項
に
お
い
 
 

て
、
脳
亮
し
た
者
の
身
体
を
死
体
に
含
め
て
臓
器
の
摘
出
 
 

が
で
き
る
の
は
、
臓
詣
提
供
の
眉
思
に
基
づ
い
て
蛸
課
が
 
 

摘
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
暑
が
脳
死
に
至
っ
た
と
判
定
き
 
 

れ
た
場
合
の
そ
の
身
体
に
限
定
す
る
こ
と
、
夢
二
項
に
お
 
 

い
て
、
脳
死
の
判
定
は
、
本
人
が
脳
死
の
判
定
に
従
う
意
 
 

思
を
書
面
に
よ
り
表
示
し
て
い
る
場
合
に
関
る
こ
と
、
第
 
 

四
項
に
お
い
て
、
脳
死
の
判
定
は
、
嫡
出
医
及
び
拶
捕
医
 
 
 

年
十
〓
月
に
衆
沌
院
卜
遠
出
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
中
山
纂
を
 
 

基
に
し
て
お
り
ま
す
．
 
 

平
竺
十
妄
七
月
十
。
参
捕
院
会
誠
崇
三
十
毒
謂
㌶
醐
詣
折
詣
醐
帥
㌫
賎
粍
附
詣
紹
銅
鐸
眠
恥
配
管
脳
笈
び
誓
の
琵
に
関
す
る
検
肘
讐
の
旭
適
正
な
移
楢
 
 
 

瞳
畏
が
緑
供
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
適
切
な
方
策
を
 
 

る
こ
と
、
第
五
に
、
政
府
は
．
虐
待
を
受
け
た
児
重
か
ら
 
 
 

検
討
し
、
必
要
な
梢
匿
を
捕
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
等
で
 
 

ぁ
り
、
〓
鱒
を
臓
き
、
公
布
日
の
t
中
経
か
ら
施
行
さ
れ
 
 

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
，
 
 
 

次
に
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
閲
す
 
 

る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
鰻
の
碓
憬
の
た
め
の
検
 
 

討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
実
は
、
臓
把
の
移
植
及
び
 
 

こ
れ
に
任
用
さ
れ
る
た
め
の
腫
据
の
摘
出
が
人
糊
の
悍
戯
 
 

の
保
持
及
び
人
権
の
保
抑
に
市
大
な
影
野
を
与
え
る
可
能
 
 

性
が
あ
る
こ
と
等
に
か
ん
が
み
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
 
 

に
よ
り
承
諾
し
た
場
合
を
加
え
る
軍
の
措
憶
を
溝
じ
よ
う
 
 

と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
妻
は
、
第
一
に
、
現
在
 
 

は
、
本
人
が
四
面
に
よ
り
臓
器
の
提
供
意
思
を
去
示
し
て
 
 

い
る
場
合
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
移
植
の
 
 

た
め
の
峨
毘
摘
出
の
要
件
に
つ
い
て
、
新
た
に
、
本
人
が
 
 

臓
器
の
提
供
を
拒
否
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
姻
族
が
出
 
 

所
に
よ
り
承
諾
し
て
い
る
場
合
を
加
え
る
こ
と
、
第
二
 
 

に
、
脳
死
し
た
者
の
身
体
の
定
速
か
ら
、
「
そ
の
身
体
か
 
 

ら
拶
純
絹
に
他
州
さ
れ
る
た
め
の
臓
豊
が
摘
出
さ
れ
る
こ
 
 

と
と
な
る
者
で
あ
っ
て
」
と
の
文
言
を
削
除
す
る
こ
と
、
 
 

箪
二
に
、
本
人
が
臓
器
提
供
の
憩
思
を
大
元
す
る
場
合
に
 
 

お
い
て
、
規
臓
に
対
し
臆
先
約
に
鵬
媒
を
提
供
す
る
廠
思
 
 

を
甜
面
に
よ
り
裁
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
第
四
 
 

に
、
．
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
移
栖
恢
鳩
に
閲
す
る
啓
 
 

発
及
び
知
胡
の
普
及
に
必
ガ
な
施
縄
を
謝
す
る
も
の
と
す
 
 

ま
す
、
衆
縄
院
か
ら
提
出
さ
れ
骨
膜
鹿
の
移
植
に
側
す
 
 

る
法
律
の
〓
郡
を
改
正
す
る
法
律
塞
は
、
拶
楢
の
た
め
の
 
 

臓
器
摘
出
密
に
係
る
要
件
に
つ
い
て
、
本
人
の
生
前
の
瞞
 
 

豊
の
提
供
等
の
廠
－
思
が
不
明
の
場
合
に
、
追
放
等
が
む
面
 
 

た
っ
て
は
、
法
律
施
行
か
ら
〓
隼
問
、
内
閣
府
に
臨
時
千
 
 

ど
も
脳
死
・
臓
器
移
植
鋼
廠
会
を
股
超
し
、
子
ど
も
に
係
 
 

る
脳
死
及
び
臓
器
の
拶
他
に
つ
い
て
依
れ
た
識
見
を
有
す
 
 

る
学
諏
経
験
者
に
よ
る
専
門
的
な
澗
禿
審
誠
を
行
う
と
と
 
 

も
に
、
広
く
闇
民
の
廠
鼠
が
反
映
ざ
れ
る
よ
う
舵
癒
さ
れ
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
死
亡
し
た
背
の
身
 
 

体
か
ら
の
組
織
の
摘
出
及
び
拶
楢
に
関
す
る
制
度
、
生
体
 
 

か
ら
の
城
㌍
・
飢
棉
の
摘
出
及
び
移
植
に
閲
す
る
制
度
等
 
 

に
つ
い
て
、
法
律
施
行
後
一
年
を
日
通
に
検
討
を
加
え
る
 
 

こ
と
、
第
偶
に
、
例
は
、
帳
据
を
媒
供
す
る
悪
M
心
表
示
の
 
 

仔
勃
性
、
脳
死
判
定
の
適
正
性
等
の
調
査
、
分
析
を
池
じ
 
 

て
．
欄
植
匠
娠
の
適
正
な
爽
施
を
図
る
た
め
の
検
証
を
遅
 
 

滞
な
く
行
い
、
そ
の
結
果
を
偶
人
情
報
の
保
禎
に
椚
思
し
 
 

つ
つ
公
表
す
る
こ
と
等
で
あ
り
ま
す
．
 
 
 

次
に
、
碓
査
経
過
の
概
せ
に
つ
い
て
巾
し
上
げ
ま
す
．
 
 
 

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
－
世
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
 
 

案
は
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
「
日
に
衆
捕
院
に
提
出
さ
 
 
 

び
峨
墨
の
移
他
に
関
す
る
粍
討
並
び
に
当
綾
植
村
に
係
る
 
 

臨
時
子
ど
も
脳
死
．
・
臓
裸
移
納
納
丑
会
の
設
匿
に
つ
い
て
 
 

定
め
る
と
と
も
に
．
適
正
な
牲
柿
医
塘
の
確
保
の
た
め
の
 
 

検
討
及
び
検
証
循
に
つ
い
て
淀
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
 
 

そ
の
主
な
内
容
は
、
第
一
に
、
脳
死
し
た
子
ど
も
の
身
体
 
 

か
ら
の
移
植
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓
器
の
摘
出
そ
の
 
 

他
子
ど
も
に
係
る
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
掴
扱
に
つ
い
て
 
 

は
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
の
判
定
基
叩
、
臓
器
の
提
供
に
 
 

倒
す
る
子
ど
も
の
自
己
決
定
と
捌
の
糊
与
、
虐
待
を
受
け
 
 

た
子
ど
も
の
身
体
か
ら
の
暇
謂
の
摘
出
を
防
止
す
る
た
め
 
 

の
有
効
な
仕
組
み
時
に
閲
し
検
討
が
加
え
ら
れ
、
必
要
が
 
 

あ
る
と
㍑
め
ら
れ
る
と
き
は
所
要
の
潜
膜
が
描
ぜ
ら
れ
る
 
 

も
の
と
す
る
こ
と
、
第
二
ヒ
、
こ
の
倹
討
を
行
う
に
当
 
 協

捕
会
、
日
本
宗
敢
迎
盟
 
全
団
腎
臓
病
協
班
会
、
全
問
 
 

交
通
事
故
追
放
の
会
、
日
＊
伴
地
文
媛
協
会
の
各
団
体
の
 
 

聞
係
者
、
ま
た
、
作
豪
√
経
論
豪
の
柳
田
参
考
人
t
 
自
治
 
 

医
科
大
学
の
小
棒
参
考
人
、
兵
庫
医
柑
大
学
の
谷
渾
参
考
 
 

委
艮
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
線
案
を
一
括
し
て
祐
 
 

也
と
し
、
六
月
三
十
日
に
、
暇
毘
の
移
植
に
闇
す
る
法
排
 
 

の
一
部
を
改
正
す
る
法
緋
賽
に
つ
い
て
発
構
有
難
議
院
脹
 
 

貝
山
内
廉
一
芭
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
隈
舘
の
移
楢
 
 

に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
癖
の
確
保
の
た
 
 

め
の
検
討
及
び
娩
鉦
布
に
閲
す
る
法
挫
実
に
つ
い
て
発
溝
 
 

背
岡
崎
ト
ミ
千
村
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
我
が
 
 

国
に
お
け
る
瞞
開
移
植
の
経
緯
、
現
状
等
に
つ
い
て
、
政
 
 

府
参
考
人
か
ら
の
脱
明
偲
取
及
び
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
．
脳
死
判
定
か
ら
臓
器
捗
他
に
至
る
医
学
的
プ
ロ
 
 

セ
ス
及
び
脳
死
下
で
の
臓
…
砧
提
供
事
例
に
係
る
掩
証
会
誠
 
 

に
お
け
る
検
証
結
果
に
つ
い
て
、
同
検
証
会
場
座
長
の
藤
 
 

原
参
考
人
か
ら
の
説
明
鹿
廠
及
び
朋
尺
佳
を
行
い
ま
し
た
。
 
 
 

次
い
で
、
七
月
二
日
、
六
日
及
び
七
日
に
は
、
参
考
人
 
 

と
し
て
、
日
本
弁
遁
士
連
合
会
、
日
本
庭
師
会
、
日
本
救
 
 

急
医
学
会
、
梶
詑
抄
値
患
者
間
体
迎
緒
会
、
日
本
移
拙
筆
 
 

会
．
．
日
本
小
児
科
乍
会
．
日
本
移
納
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
 

れ
、
今
同
会
ま
で
細
托
癖
縄
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
 
 

本
年
六
月
十
八
日
に
衆
溝
院
か
ら
送
付
さ
わ
ま
し
た
．
子
 
 

ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
賦
舘
の
移
他
に
閲
す
る
検
討
平
そ
 
 

の
他
適
正
尤
移
植
医
疲
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
妊
 
 

婦
に
関
す
る
法
律
案
は
、
六
月
二
十
三
日
に
干
東
欣
千
古
 
 

外
八
名
よ
り
本
院
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
画
法
純
真
に
つ
 
 

い
て
は
．
六
月
二
十
六
日
の
本
会
城
に
お
い
て
趣
旨
説
明
 
 

が
行
わ
れ
、
同
日
、
厚
生
労
働
惑
自
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
 
 

た
．
 
 



官  

人
、
杏
林
大
学
の
島
崎
参
考
人
、
東
京
財
団
の
雌
鳥
参
考
 
 

人
．
上
智
大
学
の
町
野
参
考
人
、
大
阪
大
学
の
高
原
参
考
 
 

人
、
大
願
府
立
大
学
の
森
岡
参
考
人
、
東
京
大
学
の
米
本
 
 

参
考
人
の
延
べ
二
十
名
の
様
々
な
立
場
で
臓
器
移
植
に
か
 
 

か
わ
る
方
々
を
招
い
て
意
見
を
艦
壊
し
、
質
疑
を
行
い
ま
 
 

し
た
．
 
 
 

参
考
人
か
ら
は
、
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
こ
と
の
是
 
 

非
、
救
急
医
疲
の
現
状
と
体
制
股
備
の
必
要
性
．
本
人
の
 
 

意
思
が
不
明
な
場
合
に
家
族
の
承
諾
に
よ
る
瞬
韓
移
植
を
 
 

認
め
る
こ
と
の
妥
当
性
、
小
児
の
長
期
脳
死
の
爽
臆
及
び
 
 

脳
死
判
定
の
困
難
さ
、
披
虐
待
児
に
対
す
る
対
応
、
ド
 
 

ナ
ト
家
族
等
に
対
す
る
ケ
ア
の
必
要
性
、
移
植
コ
ー
デ
千
 
 

ネ
一
夕
ー
の
在
り
方
、
海
外
に
お
け
る
移
植
医
痴
の
動
 
 

向
、
組
織
移
植
・
生
体
移
植
の
規
制
の
必
要
性
、
親
族
へ
 
 

の
健
先
程
供
に
関
す
る
問
題
点
等
に
側
し
て
、
様
々
な
立
 
 

場
、
視
点
か
ら
の
大
変
食
重
な
御
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
 
 

き
ま
し
た
。
 
 
 

さ
ら
に
、
八
日
に
は
、
両
棄
の
審
査
に
．
托
す
る
た
め
、
 
 

東
京
女
子
医
科
大
学
病
院
及
び
東
邦
大
学
医
墟
セ
ン
タ
ー
 
 

大
森
病
院
を
視
督
し
、
移
植
医
癖
の
現
場
に
従
解
す
る
 
 

方
々
か
ら
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
 
 

し
た
。
 
 
 

こ
れ
ら
専
門
家
か
ら
い
た
だ
い
た
御
意
見
も
踏
ま
え
ま
 
 

し
て
、
七
月
七
日
及
び
九
日
に
は
．
提
出
者
及
び
政
府
に
 
 

対
し
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
亡
 
 
 

次
に
、
両
法
律
案
に
関
す
る
質
疑
の
概
要
に
つ
い
て
申
 
 

し
上
げ
ま
す
。
 
 
 

ま
ず
、
臓
笠
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
 
 

る
法
徳
実
に
閲
し
、
第
六
条
第
二
項
の
脳
死
し
た
者
の
身
 
 

体
の
定
義
に
お
い
て
、
「
そ
の
身
体
か
ら
移
植
術
に
使
用
 
 

平
成
二
十
妄
七
月
古
参
議
院
会
摘
録
窮
≒
十
七
号
罷
0
0
鵬
柵
批
用
材
㌫
榊
㌍
拙
舶
馳
請
詣
離
職
飢
㌍
配
雛
係
る
脳
死
及
び
曜
M
芸
移
植
に
関
す
る
倹
討
等
そ
の
他
適
正
な
琵
 
 

四
 
 

さ
れ
る
た
め
の
帳
豊
が
摘
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
脊
で
 
 

あ
っ
て
」
と
の
文
言
を
削
除
し
た
の
は
な
ぜ
か
と
の
質
疑
 
 

に
対
し
て
は
、
脳
死
は
人
の
死
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
お
 
 

お
む
ね
社
会
的
に
受
容
き
れ
て
い
る
と
す
る
脳
死
繭
期
の
 
 

最
終
答
申
や
近
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
 
 

え
、
脳
死
は
一
般
に
人
の
死
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
前
拉
 
 

に
、
こ
の
考
え
方
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
滋
現
と
な
る
よ
う
 
 

文
苫
を
削
除
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
．
 
 
 

ま
た
、
本
人
の
悪
風
が
不
明
の
場
合
に
退
城
の
承
諾
に
 
 

よ
る
臓
鰐
提
供
を
謎
め
る
の
は
な
ぜ
か
と
の
慣
蜂
に
対
し
 
 

て
は
、
臓
器
提
供
歎
が
少
な
い
状
況
で
海
外
渡
航
移
植
や
 
 

生
体
間
捗
植
が
行
わ
れ
て
い
・
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
一
方
 
 

で
、
最
近
の
世
論
調
査
の
結
果
等
か
ら
、
家
族
の
承
詣
で
 
 

脳
死
判
定
、
臓
器
移
地
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
 
 

国
民
の
埋
解
が
広
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
の
答
弁
 
 

が
あ
り
ま
し
た
亡
 
 
 

そ
の
は
か
、
第
六
条
第
二
項
の
脳
死
し
た
者
の
身
体
の
 
 

定
義
の
変
更
が
央
鞍
に
臓
詑
移
植
に
か
か
わ
る
家
族
に
与
 
 

え
る
膨
腎
、
子
ど
も
の
意
思
表
示
と
拗
の
代
諾
ヒ
つ
い
て
 
 

子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
対
応
が
図
ら
れ
 
 

る
必
要
性
、
被
虐
待
児
か
ら
の
臓
舘
提
供
を
防
止
す
る
力
 
 

持
、
長
川
脳
死
車
例
に
対
す
る
詑
蘭
、
粗
放
へ
の
使
先
提
 
 

供
を
明
記
す
る
こ
と
の
妥
当
性
、
臓
器
提
供
者
の
豪
放
に
 
 

対
す
る
心
の
ケ
ア
の
重
要
性
、
臓
器
移
植
に
御
し
て
知
的
 
 

障
害
者
等
の
摘
利
が
投
書
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
の
 
 

追
究
性
、
生
体
移
植
に
閲
す
る
法
猥
備
の
必
要
性
軍
に
つ
 
 

い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
p
 
 
 

次
に
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
袖
に
関
す
 
 

る
検
討
零
そ
の
他
適
正
な
拶
柄
医
療
の
碓
侃
の
た
め
の
検
 
 

討
及
び
検
証
率
に
関
す
る
法
律
案
に
閲
し
、
臨
時
子
ど
も
 
 

脳
死
・
瞬
梶
棒
他
糾
査
会
に
つ
い
て
、
一
年
と
い
う
期
間
 
 

で
結
論
を
得
ら
れ
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
法
律
 
 

案
は
子
ど
も
脳
死
臨
調
の
設
隈
肋
間
を
施
行
日
か
ら
一
年
 
 

間
と
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、
一
年
以
内
に
結
論
が
 
 

出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
、
並
行
し
て
国
会
に
お
い
て
も
 
 

し
っ
か
り
と
検
討
し
、
立
法
府
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
結
 
 

論
を
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
．
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

主
た
、
こ
の
法
紳
系
に
は
成
人
の
臓
器
提
供
を
増
や
す
 
 

追
捕
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
1
 
臓
 
 

詐
提
供
の
相
加
の
た
め
に
は
国
民
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
 
 

が
何
よ
り
も
必
斐
で
あ
り
、
子
ど
も
脳
死
臨
鋼
で
の
国
民
 
 

的
痛
論
、
移
机
医
療
の
適
正
な
実
施
を
図
る
た
め
の
検
証
 
 

等
に
よ
り
国
民
の
理
舶
が
深
ま
る
こ
と
と
な
る
と
と
も
 
 

に
、
臓
器
摘
出
・
移
姉
を
行
う
医
税
収
関
に
つ
い
て
厚
生
 
 

労
働
命
令
で
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
医
療
擁
閥
の
体
 
 

制
が
整
備
さ
れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

そ
の
ほ
か
．
脳
死
を
一
律
に
人
の
死
と
す
る
こ
と
の
間
 
 

遁
性
、
意
思
表
示
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
に
臓
措
描
供
 
 

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
、
現
行
の
移
植
医
痴
、
 
 

脳
死
判
定
基
準
に
対
す
る
評
仙
、
児
童
の
脳
死
判
定
基
準
 
 

を
厳
橘
化
す
る
必
要
性
、
尊
朕
死
に
対
す
る
見
解
、
日
本
 
 

人
の
死
生
机
や
み
と
り
に
対
す
る
受
け
止
め
方
等
に
つ
い
 
 

て
曹
捉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
ほ
か
、
政
府
に
対
し
て
は
、
国
民
の
臓
器
移
栖
に
 
 

附
す
る
普
及
啓
発
の
取
組
状
況
．
イ
ス
タ
ン
プ
・
・
ル
宣
言
 
 

以
降
の
締
外
国
に
お
け
る
渡
航
移
植
希
望
者
へ
の
対
応
、
 
 

臓
墨
移
植
に
係
る
常
用
の
保
険
適
用
状
況
、
移
植
コ
・
－
 
 

デ
ィ
ネ
ー
・
ク
ー
等
の
現
状
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
 
 

し
た
．
 
 
 

さ
ら
に
、
七
月
九
日
、
臓
誰
の
移
植
に
閲
す
る
法
律
の
 
 

一
部
を
改
正
す
る
法
押
葉
に
対
し
て
、
谷
博
之
番
組
外
五
 
 

名
よ
り
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
．
 
 
 

そ
の
主
な
内
容
は
、
耶
一
に
、
第
六
条
第
二
項
の
規
定
 
 

か
ら
「
そ
の
身
体
か
ら
移
植
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓
 
 

器
が
摘
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
者
で
あ
っ
て
J
と
の
文
言
 
 

を
削
除
す
る
改
正
を
行
わ
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
被
虐
待
 
 

児
が
死
亡
し
た
場
合
に
当
誠
児
軟
か
ら
棉
柑
が
提
供
さ
れ
 
 

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
検
討
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
 
 

施
行
す
る
こ
と
、
琴
二
に
、
児
窮
の
脳
死
判
定
に
つ
い
て
 
 

は
、
児
前
の
身
体
の
特
性
に
関
す
る
医
学
的
知
見
を
十
分
 
 

に
踏
ま
え
る
こ
と
、
第
四
に
、
法
律
の
逆
用
に
当
た
っ
 
 

て
、
脳
死
判
定
・
臓
㌍
摘
出
に
関
す
る
児
亜
布
の
思
い
を
 
 

尊
重
す
る
家
族
の
心
梢
な
ど
が
十
分
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う
 
 

に
す
る
こ
と
、
第
五
に
、
梶
㍑
の
摘
出
が
過
誠
に
及
ぼ
す
 
 

心
理
的
影
甲
の
誠
拍
の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
 
 

こ
と
、
第
六
に
、
脳
死
の
判
定
、
臓
鱈
の
摘
出
の
適
正
性
 
 

等
に
つ
い
て
事
後
的
な
検
証
蛎
を
行
う
こ
と
、
第
七
に
、
 
 

法
施
行
三
年
後
を
目
途
に
、
耕
法
の
全
般
ヒ
つ
い
て
検
討
 
 

を
加
え
る
こ
と
帯
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

修
正
案
に
対
し
．
修
正
案
に
よ
っ
て
改
正
案
の
何
が
変
 
 

わ
る
の
か
と
の
賓
疑
に
対
し
て
は
、
帳
器
移
植
に
関
す
る
 
 

修
正
案
の
考
え
方
の
基
本
は
改
正
案
と
共
通
し
て
い
る
 
 

が
、
脳
死
を
一
般
に
人
の
死
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
．
 
 

国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
Ⅲ
ら
れ
て
い
な
い
状
況
の
下
 
 

で
、
文
言
の
削
除
に
よ
り
、
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
 
 

る
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
心
た
。
 
 
 

修
正
案
に
お
い
て
も
本
人
の
意
思
拳
不
が
な
い
場
合
に
 
 

家
族
の
承
諾
の
み
で
臓
舘
を
摘
出
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
 
 

る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
疏
近
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官  射
 
 

報
 
 
 

○
報
長
（
江
田
五
月
宕
）
 
小
川
勝
也
君
外
二
名
か
ら
、
賛
 
 

成
者
を
待
て
、
 
 
 

中
間
報
告
が
あ
っ
た
職
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
一
 
 

部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
 
 

器
の
移
植
に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
療
の
 
 

確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
案
は
、
 
 

組
院
の
会
議
に
お
い
て
直
ち
に
審
消
す
る
こ
と
の
動
泊
が
 
 

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

よ
っ
て
、
本
動
践
を
演
題
と
い
た
し
ま
す
。
 
 

の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
本
人
の
意
思
が
不
明
な
槻
合
に
 
 

家
族
の
承
諾
で
臓
器
提
供
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
六
 
 

二
％
が
賛
成
し
て
い
る
こ
と
、
子
ど
も
の
渡
航
移
植
に
多
 
 

く
の
支
壌
金
が
貼
蓋
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
民
的
合
急
 
 

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
 
 

ま
し
た
。
 
 
 

そ
の
ほ
か
、
対
案
で
は
な
く
撞
正
賓
と
し
た
こ
と
に
つ
 
 

い
て
の
見
解
、
第
六
条
第
二
項
の
文
言
を
削
除
し
な
い
こ
 
 

と
が
ド
ナ
ー
の
豪
族
に
及
ぼ
す
影
野
、
被
虐
待
児
か
ら
の
 
 

蟻
器
提
供
を
防
ぐ
具
体
的
方
策
を
施
行
日
ま
で
に
確
立
す
 
 

る
必
要
性
、
小
児
の
脳
死
判
定
基
準
の
検
討
の
見
通
し
等
 
 

に
つ
い
て
貿
建
が
行
わ
れ
．
臓
韓
の
移
植
に
倒
す
る
法
律
 
 

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
．
間
接
正
案
及
び
子
ど
も
に
 
 

係
る
脳
死
及
び
暗
譜
の
移
植
に
関
す
る
検
討
癒
そ
の
他
適
 
 

正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
関
 
 

す
る
法
律
象
に
対
す
る
軍
疑
を
終
局
い
た
し
ま
し
た
。
 
 
 

以
上
が
．
厚
生
労
働
黍
良
妻
に
お
け
る
昨
日
ま
で
の
審
 
 

査
の
経
過
－
窒
詫
の
軋
腰
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
（
拍
手
）
 
 

平
成
二
十
一
年
七
月
十
日
参
描
院
会
痛
棒
琴
二
十
七
号
如
刷
謀
鰭
蒜
謂
伽
塩
肌
誹
齢
瑚
錮
嗣
㌫
韻
賢
㌶
理
研
諸
般
鵬
猷
格
錆
刷
槻
腑
描
叩
班
錆
読
舐
蹄
詰
鴇
机
柚
識
僅
讐
打
誓
た
め
の
極
 
意
 
 
 

○
兢
長
（
Ⅱ
田
五
月
老
）
 
臓
器
の
移
橘
に
関
す
る
法
律
の
 
 

一
帥
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
粗
院
提
出
）
 
 
 

子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
附
す
る
披
討
 
 

等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
燐
の
辟
保
の
た
め
の
検
肘
及
び
 
 

検
旺
等
に
関
す
る
法
律
案
（
千
兼
摂
千
若
外
八
名
発
鴻
）
 
 
 

以
上
両
案
を
一
括
し
て
捕
畑
と
い
た
し
ま
す
。
 
 

○
班
長
（
江
田
五
月
君
）
 
臓
混
の
移
他
に
倒
す
る
法
津
の
 
 

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
し
、
南
野
知
慮
子
肯
か
 
 

ら
．
成
規
の
虎
成
占
を
得
l
し
、
修
正
案
が
侵
出
さ
れ
て
お
 
 

り
ま
す
。
 
 
 

こ
れ
よ
り
車
動
偶
の
採
決
を
い
た
し
ま
す
．
 
 
 

本
軌
沌
の
僅
否
に
つ
い
て
、
投
砦
ボ
タ
ン
を
お
押
し
願
 
 

い
ま
す
。
 
 

〔
投
叩
明
囲
始
〕
 
 

○
班
長
（
江
田
五
月
雲
）
 
間
も
な
く
投
票
を
終
7
い
た
し
 
 

ま
す
。
・
－
 
こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
 
 

〔
投
叩
晒
終
7
〕
 
 

○
用
長
（
江
田
五
月
召
）
 
投
黒
の
結
架
を
報
告
い
た
し
ま
 
 

す
．
 
 

反
対
 
 

よ
っ
て
、
本
動
議
は
可
決
さ
れ
吏
し
た
。
 
 

投
求
総
数
 
 

姥
成
 
 

〔
縄
稟
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕
 
 

〔
投
砦
骨
氏
名
は
木
琴
末
尾
に
摘
織
〕
 
 

二
百
十
一
 
 

百
八
十
八
 
 

二
十
三
 
 

〔
南
野
知
旭
千
若
堂
畑
、
拍
手
〕
 
 

○
南
野
知
魁
子
竃
 
私
は
、
椴
贈
の
移
抽
に
糊
す
る
法
律
 
 

の
一
郎
を
改
正
す
る
法
律
寮
ヒ
対
し
、
帖
正
の
勅
溝
を
提
 
 

出
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

そ
の
内
寓
は
、
お
手
元
に
配
付
さ
れ
て
お
り
去
す
寮
文
 
 

の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
．
 
 
 

こ
れ
よ
り
、
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
 
 

す
。
 
 
 

臓
豊
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
二
部
－
部
を
改
正
す
る
法
律
 
 

案
で
は
、
第
六
条
第
二
職
の
脳
死
し
た
昔
の
身
体
の
定
満
 
 

に
つ
い
て
、
「
そ
の
身
体
か
ら
移
刷
備
に
蛙
川
さ
れ
る
た
 
 

め
の
賦
祝
が
構
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
指
で
あ
っ
て
」
と
 
 

の
文
言
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
8
 
 
 

こ
の
文
諾
は
、
平
成
九
年
の
法
制
定
時
に
客
用
院
に
お
 
 

い
て
、
脳
死
は
人
の
死
か
に
つ
い
て
国
民
の
議
論
が
分
か
 
 

れ
る
中
で
、
偏
死
を
二
律
に
人
の
死
と
せ
ず
、
瞳
謹
提
供
 
 

．
を
行
う
相
合
に
つ
い
て
の
み
胴
死
を
人
の
死
と
す
る
と
い
 
 

う
結
胸
を
明
き
出
し
、
校
正
溝
決
に
至
っ
た
纏
綿
が
ご
ざ
 
 

い
ま
す
。
そ
の
文
言
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
般
的
に
 
 

脳
死
は
人
の
死
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
国
 
 

民
の
問
に
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

あ
る
世
論
綱
発
に
お
い
て
は
、
半
放
以
上
の
同
氏
が
、
 
 

臓
器
提
供
の
柏
倉
に
限
り
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
と
い
う
 
 

案
文
を
配
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
お
持
ち
く
 
 

だ
さ
い
．
 
 
 

こ
の
粕
、
修
正
粟
の
趣
旨
説
明
を
求
め
ま
す
。
南
野
知
 

恵
子
誤
．
 
 〔

試
案
は
本
符
末
尾
に
捕
縄
〕
 
 

現
在
の
枠
組
み
を
伯
起
し
て
お
り
ま
す
．
黍
只
会
密
造
に
 
 

お
い
て
も
、
匠
墟
や
法
曹
の
閲
昧
普
や
有
沈
省
の
方
々
か
 
 

ら
、
こ
の
間
偶
に
つ
い
て
は
欄
行
法
を
踏
堕
す
ぺ
き
と
の
 
 

意
見
が
多
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
．
 
 
 

日
本
人
の
死
生
観
、
人
の
生
や
死
に
対
す
る
様
々
な
郁
 
 

炬
睨
や
考
え
方
は
線
舵
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．
国
民
 
 

的
合
意
が
い
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
い
胴
死
は
人
の
死
を
 
 

前
提
と
し
て
改
正
を
行
う
こ
と
は
、
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
 
 

ん
－
 
 
 ま

た
、
改
正
案
で
は
．
被
虐
待
児
か
ら
の
吊
諾
摘
出
を
 
 

防
止
す
る
た
め
の
換
珂
は
、
公
布
か
ら
一
年
後
に
施
行
す
 
 

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
圭
す
。
し
か
し
、
旭
虐
待
児
に
つ
 
 

い
て
は
、
改
正
法
施
行
ま
で
の
偶
に
検
討
を
行
う
こ
と
が
 
 

必
堆
で
す
．
同
時
に
、
児
爺
の
脳
死
判
定
に
つ
い
て
は
、
 
 

成
人
と
は
異
な
る
児
能
の
特
性
に
十
分
配
膳
し
た
適
正
な
 
 

脳
死
判
定
載
叩
を
定
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
 
 
 

さ
ら
に
．
賦
豊
の
堤
供
に
当
た
っ
て
ほ
、
ド
ナ
ー
を
み
 
 

と
る
家
族
や
池
族
へ
の
視
点
も
航
璧
で
あ
り
ま
す
。
せ
す
 
 

る
者
を
失
っ
た
悲
し
み
に
加
え
、
暇
詑
提
供
と
い
う
覗
い
 
 

決
断
を
迫
ら
れ
る
棄
族
の
心
佃
は
零
す
る
に
余
り
あ
り
ま
 
 

す
。
脳
死
と
い
う
邪
炎
を
受
容
し
、
納
得
す
る
た
め
に
は
 
 

時
間
を
要
し
ま
す
．
孜
が
子
の
思
い
を
噂
瓜
し
た
い
と
の
 
 

心
肺
や
牧
人
に
寄
り
嘩
つ
時
間
を
求
め
る
心
機
等
に
つ
い
 
 

て
、
十
分
配
慮
す
る
こ
と
が
必
嘔
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
 
 

追
脹
の
心
の
餞
躇
は
そ
の
緒
の
生
活
に
お
い
て
も
親
く
場
 
 

合
が
あ
り
、
通
族
の
苦
悩
を
緩
和
す
る
た
め
の
支
援
に
つ
 
 

い
て
換
肘
を
行
い
、
対
策
を
帥
ず
る
こ
と
が
必
要
で
す
．
 
 
 

ま
た
、
脳
死
下
で
の
移
l
折
医
預
に
つ
い
て
の
国
民
的
埋
 
 

鮒
を
進
め
る
た
め
、
脳
死
判
定
及
び
臓
器
摘
出
の
状
況
に
 
 

閲
し
椀
証
琴
を
遅
滞
な
く
行
う
こ
と
が
移
植
医
墟
に
閲
す
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官  

る
透
明
性
を
確
保
す
る
批
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
ま
す
．
 
 
 

加
え
て
、
俄
器
移
植
の
実
施
状
況
、
医
学
．
医
療
技
術
 
 

の
進
歩
、
国
民
意
識
の
推
移
な
ど
を
踏
ま
え
、
施
行
後
三
 
 

年
を
呂
途
と
し
て
法
律
の
全
般
的
見
直
し
を
行
う
必
要
が
 
 

あ
り
ま
す
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
措
識
の
下
、
車
幅
正
妾
を
提
出
す
る
も
の
 
 

で
あ
り
ま
す
．
 
 
 

以
下
．
提
出
す
る
修
正
案
の
骨
子
を
御
説
明
い
た
し
ま
 
 

す
。
 
 
 

第
叩
に
、
原
案
で
は
、
脳
死
し
た
者
の
身
体
に
つ
い
て
 
 

定
め
る
第
六
条
第
二
項
の
規
定
か
ら
、
「
そ
の
身
体
か
ら
 
 

移
植
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓
韓
が
嫡
出
さ
れ
る
こ
と
 
 

と
な
る
看
で
あ
っ
て
」
と
の
文
言
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
 
 

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
改
正
を
行
わ
ず
、
瑚
行
ど
 
 

お
り
と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
－
 
 
 

第
二
に
、
検
討
等
に
閲
す
る
修
正
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

ま
ず
、
虐
待
を
受
け
た
児
踊
が
死
亡
し
た
場
合
に
当
該
 
 

児
童
か
ら
臓
器
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
 
 

た
め
の
検
討
に
関
す
る
規
定
に
つ
き
ま
し
て
、
公
布
の
日
 
 

か
ら
魔
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
－
 
 
 

麦
た
、
検
討
等
に
閲
し
、
次
の
五
項
目
を
追
加
し
て
お
 
 

り
ま
す
。
 
 

一
項
目
め
と
し
て
、
臓
器
の
摘
出
に
係
る
脳
死
の
判
定
 
 

に
つ
い
て
の
悍
生
労
働
省
令
は
、
児
童
に
つ
い
て
の
臓
器
 
 

の
席
出
に
係
る
脳
死
の
判
定
に
関
し
て
は
、
児
童
の
身
体
 
 

の
特
性
に
関
す
る
医
学
的
知
見
を
十
分
に
踏
ま
え
て
定
め
 
 

ら
れ
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

二
項
日
め
と
し
て
、
政
府
は
、
新
法
の
運
用
に
当
た
っ
 
 

て
は
、
脱
脂
の
摘
出
に
係
る
脳
死
の
判
定
及
び
隅
誰
の
摘
 
 

出
に
関
す
る
当
該
者
、
特
に
当
該
児
童
の
思
い
を
そ
の
昔
 
 

平
成
二
十
一
年
七
月
十
日
 
鯵
議
院
会
浅
緑
第
三
十
七
号
 
臓
㌍
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
紫
外
一
件
 
 

の
家
族
又
は
追
放
が
尊
巫
す
る
等
の
こ
れ
ら
に
関
す
る
そ
 
 

の
者
の
家
族
又
は
追
放
の
心
情
が
十
分
に
配
臆
さ
れ
る
と
 
 

に
、
遭
族
が
臓
器
が
嫡
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
沓
に
 
 

と
も
 
 

寄
り
添
う
時
間
を
求
め
る
等
の
遺
族
の
心
情
か
十
分
に
配
 
 

慮
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

三
項
目
め
と
し
て
、
政
府
は
、
臓
器
の
楢
出
が
池
族
に
 
 

心
理
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
場
合
に
お
い
て
こ
れ
が
緩
和
さ
 
 

れ
る
よ
う
、
当
該
通
族
に
対
す
る
適
切
な
支
ほ
に
つ
い
て
 
 

検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
腿
を
皿
 
 

ず
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

四
瑚
目
め
と
し
て
、
政
府
は
、
当
分
の
問
、
研
法
に
よ
 
 

る
脳
死
の
判
定
の
状
況
及
び
新
法
に
よ
る
臓
器
の
摘
出
の
 
 

状
況
に
閲
し
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
近
状
の
同
意
を
 
 

得
た
上
で
公
表
す
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

五
項
目
め
と
い
た
し
ま
し
て
、
新
法
に
よ
る
臓
器
の
移
 
 

植
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
緋
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
 
 

て
、
そ
の
全
般
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
 
 

と
し
て
お
り
ま
す
。
 
 
 

な
お
、
一
項
目
め
か
ら
三
項
目
め
ま
で
は
公
布
の
日
か
 
 

ら
、
四
項
目
め
及
び
五
項
目
め
は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
 
 

て
一
年
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
 
 

麦
す
。
 
 
 

以
上
が
修
正
案
の
迦
旨
説
明
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

何
と
ぞ
誠
n
各
位
の
御
世
同
を
泊
り
ま
す
よ
う
お
仰
い
 
 

申
し
上
げ
ま
す
．
（
拍
手
）
 
 

○
組
長
（
江
田
五
月
召
）
 
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
霊
 
 

の
接
尾
に
関
す
る
検
討
許
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
墟
の
碓
 
 

保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
昔
に
関
す
る
法
印
案
は
、
予
 
 

算
を
伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
国
会
法
第
五
十
七
粂
 
 

の
三
の
規
定
に
よ
り
、
内
閣
の
廠
見
を
聴
取
い
た
し
ま
 
 ○

班
長
蓬
田
五
月
君
）
 
討
論
の
通
告
が
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 

順
次
稚
苗
を
許
し
ま
す
．
石
井
み
ど
り
君
。
 
 

〔
石
井
み
ど
り
書
登
壇
、
拍
手
〕
 
 

○
石
井
み
ど
り
君
 
自
由
民
主
党
の
石
井
み
ど
り
で
ご
ざ
 
 

い
ま
す
。
 
 
 

本
日
は
、
党
派
を
超
え
て
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
 
 

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
い
わ
ゆ
る
A
案
の
梵
成
 
 

討
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 
 
 

日
＊
で
初
の
脳
死
判
定
を
さ
れ
た
の
が
十
年
前
、
一
九
 
 

九
九
年
二
月
二
十
八
日
、
そ
し
て
三
月
一
日
朝
ま
で
に
心
 
 

臓
、
肝
臓
、
腎
臓
の
移
植
手
術
が
す
べ
て
終
了
し
ま
し
 
 

た
．
こ
の
十
年
問
、
臓
器
移
植
は
八
十
一
件
が
実
施
さ
 
 

れ
、
多
く
の
命
が
救
わ
れ
る
と
い
う
毒
蛾
を
上
げ
る
こ
と
 
 

が
で
き
ま
し
た
。
 
 
 

今
回
、
本
案
に
お
い
て
は
、
幅
握
移
植
法
に
お
け
る
本
 
 

人
の
生
前
の
意
思
を
尊
並
す
る
埋
念
を
生
か
し
っ
つ
、
臓
 
 

器
の
提
供
が
詑
ゆ
ら
丸
る
要
件
に
つ
い
て
、
新
た
に
、
本
 
 

人
の
意
…
心
が
不
明
の
場
合
に
も
、
年
齢
を
問
わ
ず
家
族
が
 
 

曲
面
に
よ
り
臓
醤
の
提
供
を
承
諾
し
た
喝
合
を
加
え
、
州
 
 

外
閲
と
同
様
に
械
詑
移
柵
が
謎
め
ら
れ
る
要
件
を
そ
ろ
え
 
 

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

す
。
舛
添
厚
生
労
働
大
臣
．
 
 

〔
国
務
大
臣
舛
添
要
一
督
誰
規
、
拍
手
〕
 
 

○
同
梯
大
臣
（
舛
添
要
〓
革
）
一
撃
議
院
ほ
貝
千
乗
京
子
君
 
 

外
八
名
提
出
の
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
陥
指
の
移
植
に
 
 

閲
す
る
検
討
軍
そ
の
他
適
正
な
移
榊
医
療
の
確
促
の
た
め
 
 

の
検
討
及
び
検
証
如
に
側
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
 
 

は
、
政
府
と
し
て
は
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
 
 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．
（
柏
手
）
 
 

昨
年
五
月
に
開
か
れ
た
同
腑
移
植
学
会
で
は
、
イ
ス
タ
 
 

ン
プ
ー
ル
宣
諒
と
し
て
、
臓
指
先
可
搬
航
拶
榔
の
原
則
 
 

禁
止
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
宣
苫
で
は
、
自
国
民
の
移
 
 

楢
は
自
国
内
で
行
う
べ
き
と
し
、
移
鵬
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
防
 
 

止
す
べ
く
、
白
岡
内
で
の
臓
器
は
供
を
推
進
す
る
よ
う
各
 
 

国
に
要
請
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

現
行
法
で
は
、
本
人
の
ぜ
而
に
よ
る
意
思
ぉ
ご
不
が
臓
提
 
 

移
植
に
必
要
で
あ
る
た
め
、
十
二
年
に
わ
た
り
意
思
表
示
 
 

カ
ー
ド
の
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
内
l
周
府
の
世
泊
 
 

調
査
で
示
さ
れ
る
と
お
り
、
提
供
意
思
を
記
入
し
た
カ
ー
 
 

ド
を
常
時
所
持
し
て
い
る
と
答
え
た
人
は
放
％
に
と
ど
 
 

ま
っ
て
お
り
、
臓
柁
提
供
を
し
た
い
意
思
が
反
映
さ
れ
て
 
 

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
 
 
 

他
方
．
一
日
千
秋
の
思
い
で
臓
器
の
提
供
を
待
た
れ
て
 
 

い
．
る
多
く
の
患
者
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
患
者
 
 

さ
ん
は
、
腕
誓
を
移
地
す
る
槻
会
が
あ
れ
ば
普
通
の
生
活
 
 

が
送
れ
る
ほ
ど
の
回
復
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
に
も
か
か
 
 

わ
ら
ず
、
我
が
国
の
臓
相
棒
構
に
係
る
要
件
に
よ
っ
て
、
 
 

諸
外
国
の
よ
う
な
臓
器
の
睨
供
を
受
け
る
機
会
が
奪
わ
 
 

れ
、
命
を
失
う
血
書
さ
ん
が
多
く
存
在
し
て
い
る
の
は
真
 
 

に
国
会
に
お
け
る
不
作
為
の
結
果
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
 
 

ん
．
 
 
 脳

死
の
議
論
の
階
、
小
児
に
は
長
川
脳
死
と
い
う
問
題
 
 

が
度
々
指
摘
を
さ
れ
て
い
ま
す
．
脳
死
状
態
で
あ
っ
て
 
 

も
、
婁
の
毛
が
伸
び
る
、
つ
め
が
伸
び
る
、
曲
が
生
え
桔
 
 

わ
る
、
そ
し
て
成
長
を
続
け
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
 
 

す
。
 
 
 

テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
小
児
の
長
期
脳
死
準
例
 
 

は
・
い
わ
ゆ
る
臨
床
的
脳
死
と
診
断
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
 
 

ず
、
臓
器
移
植
法
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
膳
橘
な
法
的
脳
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